
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【
翻
刻
凡
例
】 

一 

翻
刻
に
際
し
て
、
正
字
体
や
異
体
字
で
書
か
れ
て
い
る
漢
字
は
現
在
通
用

の
字
体
に
改
め
、
変
体
仮
名
は
現
在
使
わ
れ
て
い
る
平
仮
名
に
改
め
た
。

固
有
名
詞
は
、
正
字
体
、
異
体
字
の
ま
ま
に
し
た
部
分
が
あ
る
。 

一 

判
読
困
難
文
字
は
「
□
」
で
そ
の
文
字
分
を
表
し
、
虫
損
・
水
損
・
破
損
・

抹
消
な
ど
で
判
読
不
能
の
文
字
は
「
■
」
で
そ
の
文
字
分
を
表
し
た
。
文

字
数
が
不
明
の
場
合
に
は
、［ 

 
 

］
に
よ
っ
て
判
読
困
難
部
分
あ
る

い
は
判
読
不
能
部
分
の
お
お
よ
そ
の
長
さ
を
示
し
た
。 

一 

〔 

〕
内
は
翻
刻
者
に
よ
る
翻
刻
に
関
す
る
注
記
で
あ
る
。
誤
字
と
判
断

さ
れ
る
文
字
の
訂
正
は
〔
〈
訂
正
後
の
文
字
〉
〕、
判
読
困
難
箇
所
に
つ
い

て
は
〔
カ
〕
を
、
文
意
が
通
ら
な
い
が
原
文
通
り
に
翻
刻
し
た
部
分
に
つ

い
て
は
〔
マ
ヽ
〕
を
、
衍
字
に
つ
い
て
は
〔
衍
〕
を
、
脱
字
に
つ
い
て
は

〔〈
抜
け
て
い
る
文
字
〉
脱
〕
を
、
該
当
す
る
文
字
の
右
側
に
付
し
た
。

行
間
の
余
白
の
都
合
に
よ
っ
て
は
、
該
当
部
分
の
左
側
に
付
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
。 

一 

抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
に
つ
い
て
は
、
抹
消
さ
れ
た
後
に
書
き
直
さ
れ
た

文
字
を
本
文
に
書
き
、
そ
の
右
側
に
、〔×

〈
抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
〉〕

と
い
う
形
で
注
記
し
た
。
行
間
の
余
白
の
都
合
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
該
当

部
分
の
左
側
に
付
す
、
あ
る
い
は
、
抹
消
さ
れ
て
い
る
文
字
を
本
文
中
に

書
き
、
そ
の
左
側
に
「
〻
」
を
付
す
こ
と
で
抹
消
を
示
し
て
い
る
場
合
も

あ
る
。 

一 
（ 

）
内
は
語
注
で
あ
る
。
年
号
の
西
暦
変
換
な
ど
の
注
を
、
該
当
す
る

文
字
の
右
側
に
付
し
た
。
行
間
の
余
白
の
都
合
に
よ
っ
て
は
、
該
当
部
分

の
左
側
に
付
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。 

一 

常
設
委
員
の
氏
名
や
、
鉄
道
会
社
等
の
関
係
者
の
氏
名
等
は
そ
の
ま
ま
文

字
起
こ
し
を
し
た
が
、
入
営
者
・
除
隊
者
の
氏
名
は
［
Ａ
］
な
ど
の
よ
う

に
表
記
し
た
。
同
じ
記
号
の
人
物
は
同
一
人
物
で
あ
る
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

か
つ
て
、
袋
井
に
は
静
岡
鉄
道
駿
遠
線
と
い
う
、
日
本
一
路
線
が
長
い
（
六
四
．
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
軽
便
鉄
道
が
走
っ
て
い
た
。 

 

軽
便
鉄
道
と
は
、
法
的
に
正
確
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
四
月
二
十

一
日
に
公
布
さ
れ
た
「
軽
便
鉄
道
法
」
に
従
っ
て
敷
設
さ
れ
た
鉄
道
の
こ
と
だ
。
平
た
く
言
え
ば
、

私
設
鉄
道
と
比
べ
て
、
よ
り
簡
単
に
敷
設
で
き
、
便
利
な
鉄
道
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

静
岡
鉄
道
に
は
前
史
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
前
身
会
社
の
内
、
袋
井
市
域
を
走
っ
て
い
た
、

中
遠
鉄
道
株
式
会
社
と
地
域
社
会
と
の
関
係
を
示
す
史
料
を
紹
介
す
る
。 

 
ま
た
、
実
現
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
他
の
軽
便
鉄
道
に
影
響
を
与
え
た
、
駿
遠
鉄
道
株
式
会
社

（
静
岡
鉄
道
駿
遠
線
と
名
前
が
似
て
い
る
が
無
関
係
の
別
会
社
）
の
史
料
も
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。 

 

駿
遠
鉄
道
は
、
中
遠
鉄
道
や
藤
相
鉄
道
（
ど
ち
ら
も
静
岡
鉄
道
駿
遠
線
の
前
身
会
社
）
に
と
っ
て
、

対
立
し
た
存
在
で
あ
り
、
駿
遠
線
と
名
前
が
似
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り

触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
駿
遠
鉄
道
も
、
地
域
社
会
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
関
係
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

軽
便
鉄
道
の
史
料
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
近
代
の
地
域
社
会
を
知
る
よ
す
が
と
し
た
い
。 
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駿遠鉄道・中遠鉄道 略年表 
 

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
三
月
三
十
一
日
公
布
の
「
鉄
道

国
有
法
」
第
一
条
で
、
私
設
鉄
道
は
、
国
有
鉄
道
を
補
完
す
る

「
一
地
方
ノ
交
通
ヲ
目
的
ト
ス
ル
鉄
道
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。 

国
有
鉄
道
は
既
に
通
っ
て
い
た
が
（
袋
井
停
車
場
は
明
治
二

十
二
年
四
月
十
六
日
開
業
）、
通
っ
て
い
る
場
所
は
限
ら
れ
て
お

り
、
沿
線
か
ら
離
れ
た
地
域
を
国
有
鉄
道
に
接
続
す
る
必
要
が

生
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
私
設
鉄
道
に
よ
っ
て
、
地
方
に
交
通
網

を
張
り
巡
ら
せ
よ
う
と
企
図
し
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
既
に
明
治
三
十
三
年
三
月
十
六
日
に
公
布
さ
れ
て

い
た
「
私
設
鉄
道
法
」
は
、
大
規
模
私
鉄
を
念
頭
に
置
い
て
作
ら

れ
た
、
全
九
十
八
条
と
い
う
長
大
な
も
の
で
、
審
査
も
非
常
に
厳

し
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

私
設
鉄
道
法
か
ら
十
年
。
当
局
は
、
私
設
鉄
道
が
増
え
て
い
な

い
こ
と
に
気
付
い
た
。
こ
う
し
て
、
地
方
の
貨
物
や
住
民
を
国
有

鉄
道
ま
で
運
ぶ
た
め
、
明
治
四
十
三
年
四
月
に
十
一
日
に
「
軽
便

鉄
道
法
」
が
公
布
さ
れ
た
。 

 

「
軽
便
鉄
道
法
」
の
条
文
数
は
な
ん
と
八
。
審
査
も
簡
単
だ
っ

た
た
め
、
軽
便
鉄
道
の
申
請
が
全
国
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。「
簡
単
に
布
設
で
き
て
便
利
な
鉄
道
」
だ
。 

 

「
軽
便
鉄
道
法
」
公
布
を
受
け
、
明
治
四
十
三
年
十
二
月
十
五

日
に
、「
駿
遠
鉄
道
敷
設
許
可
願
」
が
提
出
さ
れ
た
。 

 

当
時
、
地
方
利
益
の
実
現
と
し
て
軽
便
鉄
道
設
置
を
積
極
的

に
進
め
て
い
た
の
は
、
農
村
を
支
持
基
盤
と
し
て
い
た
政
友
会

だ
っ
た
。
駿
遠
鉄
道
計
画
も
例
外
で
は
な
く
、
発
起
人
の
中
に
は

政
友
会
会
員
が
含
ま
れ
て
い
た
。 

駿
遠
鉄
道
計
画
に
衝
撃
を
受
け
た
中
遠
の
有
力
者
が
、「
我
が

地
元
に
も
」
と
提
出
し
た
の
が
、「
中
遠
鉄
道
敷
設
許
可
願
」
で

あ
る
。
翌
明
治
四
十
四
年
十
月
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 
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駿遠鉄道・中遠鉄道 路線図 

駿
遠
鉄
道
計
画
の
予
定
線
路
と
中
遠
鉄
道
―
―
―
― 

  

上
に
、
国
有
鉄
道
（
青
）、
中
遠
鉄
道
（
赤
）、
駿
遠
鉄
道
（
緑
）
の
路

線
図
を
簡
単
に
示
し
た
。 

 

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
駿
遠
鉄
道
計
画
は
、
焼
津
を
起
点
に
、

海
沿
い
を
進
み
、
中
泉
に
至
る
進
路
を
通
っ
て
い
る
。 

 

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
十
二
月
十
五
日
付
け
「
駿
遠
鉄
道
発
起

趣
意
書
」（
鉄
道
省
文
書
、『
浅
羽
町
史 

資
料
編
三 

近
現
代
』
二
一
一

号
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

…
…
人
口
稠
密
ヲ
極
メ
常
ニ
海
陸
ノ
産
物
ニ
富
ミ
、
貨
物
ノ
出
入
旅

客
ノ
往
来
頗
ル
頻
繁
ナ
リ
ト
雖
モ
、
未
ダ
交
通
運
輸
ノ
機
関
タ
ル
鉄

道
ノ
設
備
ヲ
見
ズ
。
殊
ニ
県
下
漁
業
地
ト
シ
テ
最
モ
有
名
ナ
ル
御
前

崎
、
白
羽
、
地
頭
方
等
ノ
如
キ
ハ
、
何
レ
モ
東
海
鉄
道
ヲ
距
ル
コ
ト

六
七
里
ニ
及
ビ
、
常
ニ
此
交
通
不
便
ノ
為
ニ
利
得
ヲ
減
殺
セ
ラ
ル
ヽ

コ
ト
ノ
多
大
ナ
ル
ハ
寔
ニ
遺
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
…
… 

  

こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
駿
遠
鉄
道
は
、
海
に
近
い
地
域
と
国

有
鉄
道
を
接
続
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
た
。 

 

後
に
静
岡
鉄
道
駿
遠
線
と
な
る
中
遠
鉄
道
や
藤
相
鉄
道
は
、
駿
遠
鉄
道

計
画
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
ま
れ
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
こ
の
簡
単
な
図

を
見
て
も
明
ら
か
だ
ろ
う
。 

 

地
域
の
産
物
を
国
有
鉄
道
に
運
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
、
流
通
ル
ー
ト
を
地

域
に
も
通
す
こ
と
が
、
そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。 

【
上
図
参
考
文
献
】 

森
信
勝
『
静
岡
県
鉄
道
興
亡
史
』（
静
岡
新
聞
社
、
一
九
九
七
年
）
、『
浅
羽
町
史 

資
料
編
三 

近

現
代
』（
浅
羽
町
、
一
九
九
七
年
）
、『
浅
羽
町
史 

通
史
編
』
（
浅
羽
町
、
二
〇
〇
〇
年
）
。 

。 
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駿遠鉄道 線路敷設予定地との交渉 

梅山常設委員『協議会議事録』明治 43 年（1910）７月 21 日条 

駿遠鉄道の記事が初めて登場する。 

駿
遠
鉄
道
本
村
通
過
ニ
付
、
可
レ

成
便
宜
ノ
地
ヲ
通
ル
様
、
松
原
・
初

越
・
西
ヶ
崎
・
中
野
ト
共
同
シ
テ
手
配
シ
、
以
テ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ノ

件
。 

右
決
議
ス
。
岡
本
鉄
吉
・
岡
本
三
治
郎
欠
席
ス
。 

『協議会議事録』明治 44 年（1911）10 月 18 日条 

「
村
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
行
論
上
、
地
の
文
も
そ
れ
に
倣
っ
て
、「
村
」
と

呼
ん
で
い
る
場
合
が
あ
る
。 

梅
山
常
設
委
員
『
協
議
会
議
事
録
』
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
七
月

二
十
一
日
条
に
、「
駿
遠
鉄
道
経
過
報
告
及
将
来
ノ
手
配
決
定
ノ
件
」
に
つ
い

て
協
議
し
た
、
と
あ
る
の
が
、
駿
遠
鉄
道
が
登
場
す
る
、
か
な
り
早
い
時
期

の
史
料
だ
（
左
上
写
真
参
照
）
。
（
当
然
だ
が
）
敷
設
願
を
提
出
す
る
前
か

ら
交
渉
は
始
ま
っ
て
い
た
。 

同
『
協
議
会
議
事
録
』
明
治
四
十
四
年
十
月
十
八
日
条
に
よ
る
と
、
梅
山

村
は
駿
遠
鉄
道
が
希
望
通
り
の
地
点
を
通
る
よ
う
、
松
原
・
初
越
・
西
ヶ
崎
・

中
野
の
各
地
域
と
協
力
し
て
交
渉
に
臨
ん
だ
ら
し
い
。 

こ
こ
に
登
場
す
る
地
名
は
、
東
西
に
連
続
し
て
い
る
。
後
に
紹
介
す
る
、

中
遠
鉄
道
と
関
係
す
る
地
名
は
、
南
北
に
連
続
し
て
い
る
。 

駿
遠
鉄
道
は
東
西
に
の
び
て
中
泉
に
至
る
計
画
で
あ
り
、
中
遠
鉄
道
は
、

南
北
に
の
び
て
東
海
道
線
袋
井
駅
に
至
る
計
画
で
あ
っ
た
。 

梅
山
の
史
料
に
残
る
駿
遠
鉄
道 

 

袋
井
市
内
で
は
、
梅
山
と
い
う
地
域
の
史
料
に
、
地
域
と
駿
遠
鉄
道
株
式
会

社
と
の
交
渉
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
明
治
二
十
二
年
に
、
新
堀
村
・
梅
山
村
・
松
原
村
・
初
越
村
が
合
併

し
て
東
浅
羽
村
に
な
っ
て
い
る
が
、
史
料
中
で
は
、
梅
山
な
ど
の
ま
と
ま
り
は 
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鉄道専門委員の設置 

『協議会議事録』明治 45 年（1912）１月９日条 

一
月
九
日 

協
議
会 

駿
遠
鉄
道
本
村
通
過
ニ
付
、
希
望
貫
徹
ノ
為
メ
、
此
迄
常
設
委
員
ニ

テ
手
配
シ
来
レ
ト
モ
、
追
々
進
捗
ニ
付
、
右
ニ
テ
ハ
手
配
付
兼
ニ
付
、

更
ニ
委
員
撰
任
ヲ
要
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ニ
付
、
仝
撰
定
ノ
件
左
ノ
通

リ
決
ス
。 

梅
山
常
設
委
員
『
協
議
会
議
事
録
』
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
一
月
九
日

条
に
よ
る
と
、
駿
遠
鉄
道
線
路
予
定
地
に
つ
い
て
、
地
域
川
の
希
望
を
貫
徹 

す

る
た
め
、
専
門
の
委
員
を
設
置
し
た
ら
し
い
。 

そ
の
専
門
委
員
の
交
渉
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
史
料
は
、
長
ら

く
別
々
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
存
在
を
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。 

左
写
真
は
そ
の
交
渉
記
録
が
入
っ
て
い
た
封
筒
で
あ
る
。「
明
治
44
／
中
遠
鉄

道
関
係
」
と
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
込
み
が
さ
れ
て
い
る
が
、
時
期
的
、
地
理
的
に

そ
れ
は
不
自
然
で
あ
り
、
内
容
を
読
む
と
、
明
ら
か
に
駿
遠
鉄
道
株
式
会
社
の
神

谷
社
長
と
の
交
渉
記
録
で
あ
っ
た
。 

察
す
る
に
、
こ
の
朱
書
は
、
明
治
末
年
の
軽
便
鉄
道
史
に
詳
し
く
な
い
、
後
世

の
人
物
に
よ
る
後
補
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
誤
っ
た
朱
書
と
、
日
記
の
文
字
が
読

め
な
か
っ
た
た
め
か
、
こ
の
史
料
は
数
十
年
間
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。 

左：梅山常設委員『鉄道右関係日記』封筒 
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梅
山
常
設
委
員
（
鉄
道
専
門
委
員
）『
鉄
道
関
係
日
記
』
（
抄
出
） 

○
十
二
月
三
十
日
。
初
越
、
松
原
、
西
ヶ
崎
、
梅
山
、
泉
屋
ニ
テ
相
談
ヲ
ナ
ス
。 

金
壱
円
拾
弐
銭 

 

中
食 

一 
金
弐
拾
銭 

 
 
 

か
し
代 

 

浅
羽
取
替 

一
月
二
日
。
村
会
議
員
常
設
委
員
役
場
ヘ
集
会
ス
。
株
式
ノ
件 

一
月
六
日
。
松
原
・
原
田
・
浅
羽
、
神
谷
ヲ
訪
問
ス
。
中
入
行
四
十
二
銭
浅

羽

取

換 
 
 
 
 

梅
山
岡
三
岡
節
関
係
。 

一
月
十
四
日
。
予
定
線
決
定
ノ
為
メ
各
字
委
員
、
浅
羽
ト
松
原
ヘ
集
会
ス
。 

一
月
十
八
日
。
予
定
□
ヲ
□
タ
ル
ニ
付
、
今
□
方
□
ニ
付
、
初
越
・
西
ヶ
崎
・
梅
山
ト
丈
八
ニ
集
会
ス
。
夕
食
代
壱
円
拾
銭
。

浅
羽
取
換
ス
。 

一
月
十
九
日
。
梅
山
・
松
原
・
初
越
・
西
ヶ
崎
・
中
野
、
一
人
宛
神
谷
氏
訪
問
后
、
神
谷
氏
ト
共
ニ
福
田
行
、
松
丸
技
師
ニ

面
会
ヲ
ナ
ス
。 

夕
食
代
四
円
拾
五
銭
。
浅
羽
取
換
払
。
中
野
馬
車
代
各
自
払
。 

一
月
二
十
日
。
石
羽
西
大
渕
ト
協
議
ノ
為
メ
、
浅
羽
出
張
ス
。 

一
月
三
十
一
日
。
松
原
集
会
所
ニ
各
字
委
員 

協
議
ス
。 

○
二
月
三
日
。
神
谷
氏
ヲ
各
字
委
員
ヲ
訪
問
ス 

（ 

村
長
三
治
郎

浅

羽 
 
 

 

）
。
各
自
払
。 

二
月
十
七
日
。
神
谷
氏
来
リ
希
望
線
ヲ
検
分 

ス
。
岡
崎
。 

二
月
十
八
日
。
岡
磯
・
岡
三
治
郎
・
浅
羽
三 

人
ニ
テ
横
須
賀
出
張
中
ノ
神
谷
氏
ヲ
訪
問
。 

中
食
代
三
治
郎
氏
取
換
ヘ
払
。 

三
月
二
十
二
日
。
役
場
集
会
。
株
式
募
集
。 

四
月
四
日
。
役
場
集
会
。
同
。 

五
月
九
日
。
技
師
及
神
谷
氏
検
分
ノ
為 

来
ル
。
予
定
ニ
付
鞆
弓
役
場
ニ
テ
待
受
后
、 

十
一
時
頃
来
ル
。
浅
羽
・
岡
三
・
岡
磯
・
村
長
。 

梅山常設委員（鉄道専門委員）『鉄道関係日記』 

三
月
二
十
三
日 

駿
遠
鉄
道
株
式
会
社
引
受
方
申
込
ニ
付
、
承
否
如
何
ニ

付
、
右
一
時
断
リ
申
ヿ
ニ
決
ス
。 

右
、
全
部
出
席
ス
。 

四
月
五
日 

鉄
道
株
引
受
之
件
。 

梅山常設委員『協議会議事録』明治 45 年（1912）３月 23 日条・４月５日条 

リンクする『鉄道関係日記』と『協議会議事録』 
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五
月
九
日 

鉄
道
予
定
線
決
定
ノ
為
メ
、
松
丸
技
手
・
神
谷
社
長
来
ル
。 

五
月
十
六
日 

鉄
道
線
路
決
定
ニ
付
報
告
。 

右
、
岡
本
三
治
郎
、
仝
春
吉
・
浅
羽
竹
次
郎
・
岡
本
太
平
欠
席 

『協議会議事録』明治 45年（1912）５月９日・５月 16日条 

（
七
月
二
十
八
日
） 

駿
遠
鉄
道
線
路
模
様
説
明
之
為
メ
、
県
吏
員
・
会
社
技
師
・
郡
吏
出
張
ス
。 

七
月
三
十
一
日 

協
議
会 

鉄
道
線
路
説
明
ノ
様
子
ヲ
報
告
ス
。 

右
、
岡
本
太
平
欠
席 

『協議会議事録』明治 45年（1912）７月 28日・７月 31日条 

駿
遠
鉄
道
予
定
線
の
決
定 

明
治
四
十
五
年
三
月
、
四
月
頃
に
、
駿
遠
鉄
道
株
式
会
社
の
株
式
購
入
に
つ
い
て
、
お
お

よ
そ
話
が
ま
と
ま
っ
た
ら
し
い
。
予
定
線
の
決
定
は
、
同
年
五
月
頃
か
ら
話
が
動
き
出
す
。

『
協
議
会
議
事
録
』
明
治
四
十
五
年
五
月
九
日
条
に
は
「
鉄
道
予
定
線
決
定
ノ
為
メ
、
松
丸

技
手
・
神
谷
社
長
来
ル
」
と
あ
る
。『
日
記
』
明
治
四
十
五
年
五
月
九
日
条
に
は
「
五
月
九

日
。
技
師
及
神
谷
氏
検
分
ノ
為
来
ル
。
予
定
ニ
付
朝
ヨ
リ
役
場
ニ
テ
待
受
后
、
十
一
時
頃
来

ル
。
浅
羽
・
岡
三
・
岡
磯
・
村
長

。
」
と
あ
り
、『
日
記
』
同
年
五
月
十
日
条
・
五
月
十
五
日
条
で
も

技
師
に
面
会
し
て
い
る
。 

 

こ
の
後
、『
協
議
会
議
事
録
』
同
年
五
月
十
六
日
条
に
は
「
鉄
道
線
路
決
定
ニ
付
報
告
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
予
定
線
が
決
ま
っ
た
ら
し
い
。 

 

同
年
六
月
十
四
日
に
は
「
鉄
道
線
路
ヘ
排
水
所
設
置
ヲ
決
定
」
し
た
と
報
告
が
あ
っ
た

（『
協
議
会
議
事
録
』）。 

 

『
協
議
会
議
事
録
』
同
年
七
月
二
十
八
日
条
に
は
「
駿
遠
鉄
道
線
路
模
様
説
明
之
為
メ
、

県
吏
員
・
会
社
技
師
・
郡
吏
出
張
ス
」
と
あ
る
。 

こ
の
後
七
月
三
十
一
日
条
に
は
「
鉄
道
線
路
説
明
ノ
様
子
ヲ
報
告
ス
」
と
あ
り
、
こ
れ
以

降
駿
遠
鉄
道
の
記
事
は
姿
を
消
す
。『
日
記
』
も
、
五
月
十
五
日
条
で
擱
筆
さ
れ
て
い
る
か

ら
、
梅
山
の
方
で
は
、
線
路
決
定
で
一
段
落
、
と
認
識
し
て
い
た
よ
う
だ
。 
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08 

駿遠鉄道計画の挫折 
駿
遠
鉄
道
予
定
線
路
決
定
後
の
、
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
）
八
月
二
十
日

付
け
「
駿
遠
鉄
道
敷
設
に
関
す
る
知
事
副
申
」（
『
浅
羽
町
史 

資
料
編
三 

近
現

代
』
二
一
三
号
）
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 

一 

磐
田
郡
東
浅
羽
村
地
内
ハ
地
元
村
ニ
於
テ
ハ
、
会
社
計
画
線
ニ
テ
強
テ

異
議
ナ
キ
モ
ノ
ヽ
如
ク
ナ
レ
ト
モ
、
磐
田
郡
上
浅
羽
村
、
西
浅
羽
村
及
小

笠
郡
笠
原
村
ニ
於
テ
ハ
異
議
有
レ

之
。
畢
竟
地
元
村
ト
其
他
ノ
町
村
ト
ハ

利
害
関
係
ヲ
異
ニ
ス
ル
タ
メ
、
地
元
民
ハ
可
レ

成
北
部
ニ
敷
設
シ
テ
悪
水

防
御
ノ
用
ニ
供
セ
ン
ト
シ
、
他
町
村
ハ
線
路
新
設
ノ
為
悪
水
ノ
排
除
ヲ
沮

害
セ
ラ
レ
ン
ト
ス
ル
ヲ
憂
ヘ
、
可
レ

成
南
部
ニ
敷
設
ス
ル
ヲ
望
メ
ル
モ

ノ
ヽ
如
ク
認
メ
ラ
レ
候
。
同
所
附
近
ハ
水
害
地
タ
ル
タ
メ
悪
水
排
除
ニ
関

シ
屡
紛
議
ヲ
生
シ
、
為
メ
ニ
堤
防
道
路
ノ
如
キ
モ
其
高
サ
ヲ
規
定
シ
定
杭

ヲ
建
設
シ
タ
ル
個
所
モ
有
之
。
且
敷
設
免
許
申
請
当
時
ノ
線
路
ハ
南
部
ヲ

通
過
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
、
今
回
北
部
ニ
変
更
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
有
之
候

ニ
付
、
篤
ト
御
調
査
相
成
度
、
若
シ
会
社
申
請
ノ
線
路
ニ
テ
御
認
可
相
成

ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
、
該
線
路
ハ
定
杭
以
下
ノ
高
ト
為
シ
、
尚
悪
水
排
除
ニ
就

テ
モ
充
分
ノ
設
備
ヲ
講
セ
シ
ム
ヘ
キ
モ
ノ
ト
存
候
。
為
二

参
考
一

関
係
村

意
見
書
写
添
付
致
候
。 

 

「
東
浅
羽
村
地
内
」
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
地
域
の
こ
と
だ
か
ら
、
交
渉
が

功
を
奏
し
た
よ
う
だ
。
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
悪
水
問
題
に
加
え
、
前
年
十
月

十
日
に
提
出
さ
れ
て
い
た
中
遠
鉄
道
計
画
も
関
係
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

し
か
し
こ
の
後
、
駿
遠
鉄
道
計
画
は
挫
折
す
る
こ
と
に
な
る
。
駿
遠
鉄
道
計
画

に
と
っ
て
致
命
的
だ
っ
た
の
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
「
紛
擾
事
件
」
だ
。 

 

大
正
二
年
七
月
十
五
日
、
第
三
回
株
主
総
会
に
お
い
て
、
駿
遠
鉄
道
株
式
会
社

重
役
の
会
計
不
正
が
発
覚
し
、
地
元
株
主
と
の
間
に
「
紛
擾
」
が
起
こ
る
。
結
果
、

工
事
が
進
ま
な
く
な
っ
た
駿
遠
鉄
道
計
画
は
、
大
正
七
年
四
月
に
視
察
に
訪
れ
た

鉄
道
省
技
師
小
池
駸
一
ら
に
よ
っ
て
失
効
が
決
定
さ
れ
、
挫
折
し
た
。 

 

下
写
真
は
初
越
常
設
委
員
の
備
忘
録
。
「
粉
状
事
件
」
の
損
害
金
配
当
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
。 

初越常設委員『大正二年四月一日ヨリ仝参年三月三十一日ニ至ル備忘録』大正３年（1914）１月 21日条 

鉄
道
問
題
、
損
害
金
配
当
之
儀
、
左
記
ノ

計
算
ニ
相
成
候
間
、
至
急
以
入
金
相
成
度
、

此
段 

及
二

通
知
一

也
。 

委
細
ハ
后
日
拝
眉
ニ
譲
ル
。 

一
月
二
十
一
日 

 
 

村
長
原
門
太
郎 

 

常
設
委
員
宛 

 
 

左
記 

 
 
 
 

金
六
円
五
十
九
銭 

（
一
九
一
四
） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中
遠
鉄
道 

  

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
十
月
十
日
、「
中
遠
鉄
道
布
設
許
可
願
」
が
提
出
さ
れ
た
（
鉄
道
省
文
書
、『
浅
羽
町
史 

資
料
編
三 

近
現
代
』
二
一
八
号
）。 

 

中
遠
鉄
道
布
設
許
可
申
請
書 

今
般
拙
者
等
相
謀
リ
、
静
岡
県
磐
田
郡
笠
西
村
高
尾
ヲ
起
点
ト
シ
同
県
小
笠
郡
大
須
賀
村
横
須
賀
ニ
至
ル
軽
便
鉄
道

ヲ
布
設
シ
、
鉄
道
院
東
海
道
線
袋
井
駅
ニ
連
絡
ス
ル
旅
客
貨
物
ノ
運
輸
営
業
仕
度
候
間
、
特
別
ノ
御
詮
議
ヲ
以
テ
御

許
可
被
成
下
度
、
別
紙
起
業
目
論
見
書
、
敷
設
費
用
概
算
書
、
営
業
収
支
概
算
書
、
線
路
予
測
平
面
図
、
線
路
予
測
縦

断
面
図
及
仮
定
款
謄
本
相
添
、
此
段
奉
願
候
也
。 

明
治
四
拾
四
年
拾
月
拾
日 

（
中
略
） 

起
業
目
論
見
書 

一 

目
的 

 
 
 
 
 
 

旅
客
貨
物
ノ
運
輸
営
業 

二 

名
称
及
事
務
所 

 
 

中
遠
鉄
道
株
式
会
社
ト
称
シ
、
静
岡
県
磐
田
郡
笠
西
村
高
尾
千
百
九
拾
五
番
地
ニ
事
務

所
ヲ
置
ク 

三 

資
金
額
及
出
資
方
法 
資
本
金
拾
万
円
ノ
株
式
組
織
ト
シ
、
壱
株
ヲ
金
五
拾
円
ト
ス 

（
後
略
） 

  

「
企
業
目
論
見
」、
そ
の
「
目
的
」
と
し
て
、「
旅
客
貨
物
ノ
運
輸
営
業
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

本
稿
で
は
、
あ
え
て
、
そ
の
当
た
り
前
の
部
分
、
つ
ま
り
、
中
遠
鉄
道
の
旅
客
貨
物
の
運
搬
に
注
目
し
て
み
た
い
。 
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中遠鉄道の株式 
中
遠
鉄
道
株
式
会
社
の
株
式 

  

中
遠
鉄
道
株
式
会
社
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
株
式
を
購
入
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
資
本
が
集

ま
ら
な
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
軽
便
鉄
道
敷
設
の
全
盛
期
で
あ
る
大
正
初
年
に
お
い
て
も
、
地
方
の
軽
便
鉄
道
の
株
式

は
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
投
資
的
な
魅
力
が
無
か
っ
た
。 

 

従
来
の
研
究
で
も
、
軽
便
鉄
道
の
株
主
は
大
部
分
が
沿
線
地
域
の
地
主
で
あ
り
、
株
式
購
入
は
、
配

当
収
入
目
的
で
は
な
く
、
地
域
社
会
に
対
す
る
自
己
の
利
益
の
還
元
行
為
だ
っ
た
と
理
解
さ
れ
て
い

る
。 

 

『
中
遠
鐵
道
創
業
三
十
周
年
記
念
誌
』
を
見
る
と
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
八
月
五
日
の
臨
時
株

主
総
会
を
回
想
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。 

 

…
…
常
時
役
員
が
引
受
け
た
株
式
は
全
部
の
七
割
を
占
め
て
居
る
、
初
め
か
ら
営
利
的
で
な
い

地
方
鐵
道
株
を
斯
く
し
て
も
責
任
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
当
時
の
重
役
諸
君
の
苦
心
を
察
せ
ら

る
ゝ
の
で
あ
る
。 

  

い
さ
さ
か
自
虐
的
な
回
想
で
あ
る
。
で
は
、
重
役
以
外
に
ど
の
よ
う
な
人
々
が
株
式
を
購
入
し
た

の
か
、
と
い
う
と
、
同
『
三
十
周
年
記
念
誌
』
の
、
創
業
時
の
箇
所
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
。 

 

…
…
会
社
が
第
一
回
の
払
込
み
が
終
了
し
た
の
が
其
年
（
明
治
四
十
五
年
／
一
九
一
二
）
の
八

月
二
十
八
日
と
な
つ
て
居
り
、
僅
か
の
歳
月
で
株
式
会
社
の
組
織
が
出
来
て
居
る
、
資
本
金
十

萬
円
、
株
式
数
二
千
株
、
株
主
の
総
数
が
三
百
十
七
名
、
其
多
数
が
笠
原
村
と
上
浅
羽
村
、
笠
西

村
の
人
達
で
あ
る
。
村
の
お
も
だ
つ
た
人
達
の
全
部
と
言
つ
て
も
良
い
熱
心
さ
で
あ
る
。 

  

こ
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
中
遠
鉄
道
が
通
過
す
る
地
域
が
株
式
を
熱
心
に
購
入
し
た
と
い
う
。
こ
こ

に
名
前
が
挙
が
っ
て
い
る
地
域
の
内
、
断
片
的
な
が
ら
、
笠
西
村
と
上
浅
羽
村
の
史
料
が
残
さ
れ
て

い
る
（
下
、
次
ペ
ー
ジ
写
真
）。 

笠西村会 明治 45 年（1912）６月 27 日「磐田郡笠西村会議事録」 
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浅羽常設委員『大正元年拾月一日より土木決算明細簿』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芝停車場の設置 
 

芝停車場周辺線路略図 

 

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
二
月
二
十
五
日
付
け
「
復
命
書
」（
鉄
道
省
文
書
、『
浅
羽
町

史 

資
料
編
三 

近
現
代
』
二
二
五
号
）
に
は
、
停
車
場
・
停
留
場
に
つ
い
て
、
以
下
の
記

述
が
あ
る
。 

 

…
…
停
車
場
ハ
、
新
袋
井
ノ
ミ
ハ
兎
ニ
角
営
業
開
始
ニ
支
障
ナ
キ
程
度
ニ
於
テ
竣
工
シ

タ
リ
ト
雖
、
新
岡
崎
、
新
横
須
賀
両
停
車
場
ハ
到
底
四
、
五
日
中
ニ
竣
工
ノ
見
込
ナ
シ
。

停
留
場
ハ
諸
井
、
芝
ノ
ミ
竣
功
シ
、
他
ハ
全
ク
未
着
手
ト
ス
。
…
… 

  

停
車
場
は
貨
物
の
積
み
下
ろ
し
が
出
来
る
規
模
の
も
の
、
停
留
場
は
そ
れ
よ
り
小
規
模
の

も
の
、
と
思
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

右
の
「
復
命
書
」
は
、
中
遠
鉄
道
の
工
事
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
審
査
に
落
ち
た
こ
と
を
記

し
た
も
の
な
の
だ
が
、
諸
井
、
芝
停
留
場
は
、
中
遠
鉄
道
の
中
で
も
、
割
と
早
い
時
期
か
ら

完
成
し
て
い
た
ら
し
い
。
大
正
三
年
一
月
九
日
の
「
復
命
書
」（
同
二
二
六
号
）
に
も
「
芝
停

留
場
」
と
し
て
登
場
す
る
。 

 

さ
て
、
い
ち
早
く
で
き
た
芝
停
車
場
だ
が
、
浅
羽
常
設
委
員
『
議
事
録
』
大
正

三
年
二
月
十
日
条
に
は
「
軽
便
鉄
道
停
車
場
設
置
ス
ル
ヿ
ヲ
会
社
ニ

向
テ
請
求
ス

ル
ヿ
」
と
あ
り
、
中
遠
鉄
道
開
業
の
一
か
月
後
に
、
浅
羽
常
設
委
員
で
、
停
留
場

を
停
車
場
に
拡
大
し
て
も
ら
お
う
、
と
話
が
ま
と
ま
っ
た
ら
し
い
。 

 

同
『
議
事
録
』
大
正
三
年
二
月
十
八
日
条
に
は
、「
芝
停
車
場
設
置
ニ

付
、
大
字

浅
羽
ヨ
リ
金
壱
百
五
拾
円
寄
附
ス
ル
事
ヲ
承
認
ス
」
と
あ
り
、
芝
停
車
場
設
置
の

た
め
、
寄
付
金
を
募
る
こ
と
も
決
定
し
た
。 

 

現
在
、
芝
停
車
場
跡
に
残
る
「
柴
停
車
場
記
」
と
い
う
石
碑
を
見
る
と
、
停
車

場
に
拡
大
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
背
景
や
、
本
当
に
百
五
十
円
の
寄
付
を
集
め
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

一
軽
便
鉄
道
停
車
場
設
置
ス
ル
ヿ
（
事
）
ヲ
会
社
ニ

向
テ 

 

請
求
ス
ル
ヿ
。 

芝
停
車
場
設
置
ニ

付
、
大
字
浅
羽
ヨ
リ
金
壱
百
五
拾
円
寄 

附
ス
ル
事
ヲ
承
認
ス
。 

浅
羽
常
設
委
員
『
議
事
録
』（
右
大
正
三
年
二
月
十
日
条
、
左
同
年
二
月
十
八
日
条
） 
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石碑「柴停車場記」 
 

【
原
文
】 

晨
観
二

墨
江
之
花
一

、
暮
賞
二

嵐
山
之
芳
一

。
遠
則
数
時
而
到
、
近
則
瞬
間
而
達
。
載
二

人
蓄
一

輸
二

貨
物
一

運
二

搬
四
方
一

者
、
則
為
二

鉄
路
汽
車
之
便
一

今
也
。
設
二

於
都
鄙
一

行
二

於
各
国
一

、
地
上
殆
如
二

棋
局
之
面
一

。
如
二

我
中
遠
之
地
一

、
固
不
レ

漏
二

斯
大
局

時
勢
進
運
一

、
促
之
大
正
三
年
初
春
、
自
二

袋
井
一

到
二

横
須
賀
一

設
二

置
鉄
路
汽
車
一

。

以
便
二

民
庶
一

。
而
其
間
浅
羽
之
地
、
沃
壌
豊
富
、
桑
茶
菓
蔬
之
産
特
為
二

夥
句多
一

、

既
有
二

郵
便
局
及

銀
行
等
備
一

。
而
無
二

停
車
場
設
一

甚
懐
二

不
便
之
感
一

。
於
レ

是
有
志

諸
氏
相
謀
、
醵
金
得
レ

設
二

置
停
車
場
於
柴
一

。
爾
来
浅
羽
繁
栄
倍
レ

旧
、
為
二

百
貨
輻

湊
之
区
一

而
、
四
隣
近
郷
潤
沢
年
加
増
焉
。
顧
二

区
区
一

一
条
車
路
不
三

特
謀
二

全
郡
贏

利
一

迨
二

萬
人
便
益
一
。

可
レ

謂
二

其
功
徳
偉
一

、
且
大
矣
。
茲
勒
貞
珉
聊
記
二

其
由
一

。

乃
作
レ

頌
曰
、 

維
時
大
正
三
年
春 

通
二

鉄
路
一

兮
拓
二

葳
蓁
一 

袋
与
レ

横
兮
径
二

一
線
一 

南
北
繋
兮
如
二

邇
隣
一 

中
程
設
二

此
停
車
場
一 

往
復
運
搬
便
二

人
民
一 

更
喜
文
化
迨
二

辺
陬
一 

知
識
日
進
事
皆
新 

大
正
四
年
四
月 

 
 

 
 

八
十
三
翁
鴻
斎
石
川
英
撰
併

書 

【
現
代
語
訳
】 

朝
に
大
阪
の
花
を
観
て
、
暮
れ
に
は
京
都
の
花
の
香
り
を
楽
し
む
。
昨
日

は
東
奥
（
東
北
地
方
）
の
名
所
に
い
た
が
、
今
日
は
南
薩
（
鹿
児
島
）
の

町
で
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
る
。
遠
く
に
は
数
時
間
で
着
く
し
、
近
け
れ
ば
一

瞬
で
着
く
。
人
や
食
料
を
載
せ
貨
物
を
輸
送
し
、
四
方
に
運
搬
す
る
こ
と

は
、
鉄
道
汽
車
の
便
利
な
点
の
第
一
で
あ
る
。
都
市
と
田
舎
を
つ
な
ぎ
、

各
国
へ
行
き
来
が
で
き
る
。
地
上
は
ま
る
で
碁
盤
の
よ
う
だ
。
我
が
中
遠

の
地
の
ご
と
き
は
、
も
と
よ
り
こ
の
大
局
、
時
勢
の
流
れ
に
も
れ
る
こ
と

な
く
、
大
正
三
年
一
月
に
、
袋
井
か
ら
横
須
賀
ま
で
、
鉄
道
を
設
置
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
人
々
の
暮
ら
し
は
便
利
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
袋
井
と
横

須
賀
の
間
に
あ
る
浅
羽
の
地
は
、
土
地
は
豊
か
で
、
桑
・
茶
・
果
実
・
蔬

菜
類
が
多
く
産
出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
既
に
郵
便
局
や
銀
行
は
あ
る
の

に
、
停
車
場
の
設
備
が
な
い
の
は
甚
だ
不
便
に
思
う
。
そ
こ
で
、
有
志
が

集
ま
っ
て
相
談
し
、
お
金
を
集
め
て
柴
に
停
車
場
を
設
置
し
て
も
ら
っ

た
。
こ
れ
よ
り
浅
羽
の
繁
栄
は
か
つ
て
の
倍
と
な
り
、
百
貨
が
集
ま
る
地

に
な
っ
て
、
近
隣
の
地
域
も
豊
か
に
な
っ
て
年
々
栄
え
た
。
少
し
考
え
て

み
て
も
、
鉄
道
は
特
に
全
郡
の
利
益
を
目
指
し
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、

万
人
の
便
益
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
の
功
績
は
偉
大
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。
ま
さ
に
大
な
る
か
な
。
こ
こ
に
石
碑
と
し
て
、
貞
珉
が
ち
ょ
い
と
そ

の
由
来
を
記
す
。
頌
は
以
下
の
通
り
。 

時
に
大
正
三
年
春 

鉄
路
が
通
じ
草
木
の
茂
る
土
地
を
拓
い
て
い
っ

た 

袋
井
と
横
須
賀
は
つ
な
が
り 

そ
の
中
程
に
こ
の
停
車
場
を
設

置
し
た 

鉄
道
は
往
復
運
搬
し
人
民
の
生
活
を
便
利
に
し
た 

更
に

文
化
が
田
舎
に
も
及
ぶ
こ
と
を
喜
ぶ 

知
識
は
日
々
深
ま
り
物
事
は

全
て
新
し
く
な
っ
て
ゆ
く 

大
正
四
年
四
月 

 
 

 
 

八
十
三
翁
鴻
斎
石
川
英
撰
併

書 

石
碑
「
柴
停
車
場
記
」
を
見
る
と
、「
載
二

人
蓄
一

輸
二

貨
物
一

運
二

搬
四
方
一

者
、
則

為
二

鉄
路
汽
車
之
便
一

今
也
」（
人
や
食
料
を
載
せ
貨
物
を
輸
送
し
、
四
方
に
運
搬
す

る
こ
と
は
、
鉄
道
汽
車
の
便
利
な
点
の
第
一
で
あ
る
）
と
、
汽
車
の
輸
送
能
力
へ
の

期
待
を
書
き
、
そ
し
て
、「
而
其
間
浅
羽
之
地
、
沃
壌
豊
富
、
桑
茶
菓
蔬
之
産
特
為
二

夥
句多
一

、
既
有
二

郵
便
局
及

銀
行
等
備
一

。
而
無
二

停
車
場
設
一

甚
懐
二

不
便
之
感
一

」（
袋

井
と
横
須
賀
の
間
に
あ
る
浅
羽
の
地
は
、
土
地
は
豊
か
で
、
桑
・
茶
・
果
実
・
蔬
菜

類
が
多
く
産
出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
既
に
郵
便
局
や
銀
行
は
あ
る
の
に
、
停
車
場
の

設
備
が
な
い
の
は
甚
だ
不
便
に
思
う
）
と
、
停
車
場
設
置
を
求
め
た
理
由
が
書
か
れ

て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
産
物
が
多
い
の
に
、
そ
れ
を
輸
出
す
る
た
め
の
設
備
が
な
い
。
貨
物

を
国
有
鉄
道
に
載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
停
車
場
が
ほ
し
い
、
と
い
う
訳
だ
。 
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中遠鉄道と旅行 
 

中遠鉄道旅行会「日蓮上人御降誕地房州小湊参詣及成田・佐倉参拝東京遊覧会員大募集」（昭和 12年〈1937〉） 

 

観
光
と
鉄
道
は
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。 

鉄
道
敷
設
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
一
八
九
〇
年
代
か
ら
昭
和
三
十
年
（
一
九
五

五
）
頃
ま
で
、
観
光
の
主
力
は
鉄
道
だ
っ
た
。 

鉄
道
が
有
名
寺
社
へ
の
参
詣
に
参
入
し
始
め
た
の
は
明
治
二
十
年
代
（
一
八

八
〇
年
代
後
半
）
か
ら
の
こ
と
で
、
そ
の
展
開
の
中
で
「
初
詣
」
と
い
う
新
行
事

も
生
ま
れ
た
。 

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
中
遠
鉄
道
旅
行
会
が
企
画
し
た
関
東
旅
行
の
チ
ラ

シ
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
東
京
見
物
に
加
え
、
寺
社
参
詣
が
メ
イ
ン
に
据
え
ら
れ

て
い
る
。 

２月９日 午後11時43分 （国鉄）袋井駅発。

午前６時 下総中山着。
中山法華経寺参拝、寒中百日の荒行
を了した行僧の加持をいただく。

午前９時 下総中山発。
房総半島を一周。

午後０時半 安房鴨川着。
自動車にて小松原鏡忍寺・多門寺・
清聴山日澄寺・高生寺・小湊水族館
参拝、見学。
「小湊第一ノ小湊ホテルニ投宿」。

午前６時半 小湊ホテル発。
日蓮寺・妙蓮寺・誕生寺・鯛ノ浦等参
詣。

午前８時半 小湊駅乗車。
大綱成東を経て成田着。
成田不動尊宗吾神社参拝。

午後５時頃 上野着。
駅前一泊。
「夜ノ東京見物」。

午後２時頃まで 東京見物（費用各自負担）。
午後３時10分 東京駅発。
午後７時53分 （国鉄）袋井駅着。解散。

２月10日

２月11日 紀元節

２月12日

房州小湊参詣・成田 佐倉参拝スケジュール 
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「大正九年一月一日 袋井発時間表」（縦390mm×横 545mm） 
部分拡大 

大正９年（1920）、袋井駅発列車の時刻表 
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柴
村
出
身
で
、
明
治
時
代
に
県
会
議
員
や
東
浅
羽
村
長
な
ど
を
勤
め
た
浅
羽

要
衛
武
（「
ヨ
ウ
エ
ム
」
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、
私
見
で
は
「
ヨ
ウ
エ
モ
ン
」
と

読
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
）
と
い
う
人
物
が
い
る
。 

 

浅
羽
要
衛
武
家
文
書
の
中
に
、「
駿
甲
鉄
道
」
と
い
う
鉄
道
会
社
へ
宛
て
た
請

取
証
が
二
通
あ
っ
た
（
上
写
真
）。 

 

内
容
は
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
九
月
・
十
月
分
の
給
料
十
三
円
五
十
銭

を
受
け
取
り
ま
し
た
、
と
い
う
も
の
な
の
だ
が
、
な
ぜ
駿
甲
鉄
道
の
史
料
が
浅

羽
要
衛
武
家
文
書
に
含
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

  

駿
甲
鉄
道
は
、
駿
遠
鉄
道
と
同
じ
く
、
実
現
し
な
か
っ
た
軽
便
鉄
道
計
画
だ
。 

 

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
六
月
の
鉄
道
敷
設
法
公
布
に
よ
り
、
全
国
の

鉄
道
敷
設
予
定
線
の
完
成
時
期
に
つ
い
て
序
列
が
つ
け
ら
れ
た
。 

 

こ
こ
で
、
甲
府
―
岩
淵
間
は
第
二
期
あ
る
い
は
第
三
期
完
成
線
と
な
る
。 

 

そ
れ
が
我
慢
な
ら
な
か
っ
た
清
水
・
静
岡
・
岩
淵
・
甲
府
の
有
志
は
、
甲
府

岩
淵
線
を
第
一
期
線
に
変
更
昇
格
さ
せ
る
た
め
の
運
動
を
起
こ
し
た
。 

 

そ
の
後
、
御
殿
場
―
甲
府
線
は
、
技
術
的
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
中
止
に

な
り
、
八
王
子
―
甲
府
線
の
方
向
で
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
工
事
が
進
ん
だ
。 

 

前
述
の
昇
格
運
動
を
し
て
い
た
人
た
ち
は
、
官
鉄
は
待
ち
き
れ
な
い
、
と
、

明
治
二
十
八
年
に
、
甲
府
―
岩
淵
間
に
私
設
鉄
道
、「
駿
甲
鉄
道
」
を
敷
設
し
よ

う
と
動
き
出
し
た
。 

 

同
時
期
に
、
東
京
の
鉄
道
起
業
家
た
ち
も
、
こ
れ
ま
た
「
駿
甲
鉄
道
」
と
い

う
名
前
の
私
設
鉄
道
を
、
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
で
、
甲
府
―
岩
淵
間
に
敷
設
し
よ

う
と
動
い
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
知
っ
た
地
元
の
人
々
は
、
渋
沢
栄
一
を
紹
介

し
て
も
ら
い
、
彼
に
仲
介
し
て
も
ら
っ
て
、
両
案
を
一
本
化
。
明
治
二
十
八
年

末
に
出
願
。
翌
明
治
二
十
九
年
一
月
に
許
可
さ
れ
た
。 

 
し
か
し
、
当
時
は
日
清
戦
争
の
影
響
で
不
況
。
着
工
に
踏
み
切
れ
な
い
ま
ま
、

明
治
三
十
二
年
末
に
駿
遠
鉄
道
株
式
会
社
は
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

上
で
紹
介
し
た
請
取
証
は
、
こ
の
時
期
の
も
の
だ
。 
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前
ペ
ー
ジ
の
続
き
だ
が
、
明
治
三
十
三
年
、
官
鉄
甲
府
岩
淵
線
の
第
一
期
完
成
線
昇
格
運
動

が
再
燃
。
静
岡
・
山
梨
・
長
野
の
三
県
会
そ
の
他
の
協
力
を
得
る
も
国
会
で
採
択
さ
れ
ず
。 

 

日
露
戦
後
の
明
治
三
十
九
年
、
政
府
は
鉄
道
国
有
化
政
策
を
と
る
。 

 

経
営
困
難
な
私
鉄
の
国
有
化
と
、
積
極
的
な
鉄
道
敷
設
推
進
だ
。
明
治
四
十
三
年
に
は
、
軽

便
鉄
道
法
が
公
布
さ
れ
、
さ
ら
に
鉄
道
が
敷
設
し
や
す
く
な
る
。 

 

こ
の
軽
便
鉄
道
建
設
ブ
ー
ム
の
中
で
、
富
士
身
延
軽
便
鉄
道
と
い
う
軽
便
鉄
道
計
画
が
出
願

さ
れ
た
。
加
島
を
起
点
と
し
て
、
大
宮
―
富
士
川
東
岸
―
甲
府
と
つ
な
が
っ
て
い
く
計
画
で
、

こ
れ
は
、
明
治
四
十
四
年
に
許
可
さ
れ
た
。 

 

駿
甲
鉄
道
の
関
係
者
は
、
富
士
身
延
軽
便
鉄
道
と
同
時
期
に
、
今
度
は
駿
甲
軽
便
鉄
道
計
画

を
立
ち
上
げ
る
。
こ
ち
ら
は
興
津
（
の
ち
に
江
尻
に
変
更
）
を
起
点
と
し
て
、
甲
府
へ
つ
な
ぐ

計
画
だ
っ
た
が
、
出
願
し
た
と
こ
ろ
、
ル
ー
ト
が
富
士
身
延
軽
便
鉄
道
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
目
的

も
、
甲
信
地
方
と
清
水
港
の
接
続
、
身
延
山
参
詣
者
の
運
搬
、
と
同
じ
だ
っ
た
た
め
、「
既
に
同

じ
計
画
で
富
士
身
延
軽
便
鉄
道
に
許
可
を
出
し
た
」
と
言
う
こ
と
で
、
駿
甲
軽
便
鉄
道
計
画
に

は
許
可
が
下
り
ず
、
こ
こ
に
計
画
は
潰
え
た
。 

 

地
理
的
に
、
あ
ま
り
柴
村
の
方
と
は
関
わ
り
が
な
さ
そ
う
だ
が
、
な
ぜ
浅
羽
要
衛
武
家
文
書

に
残
さ
れ
て
い
た
の
か
。 

 

謎
を
解
く
鍵
は
、
要
衛
武
宛
の
手
紙
綴
に
あ
っ
た
。
そ
の
内
の
竹
内
健
三
郎
書
状
（
上
写
真

／
次
ペ
ー
ジ
に
拡
大
写
真
）
を
見
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
抄
訳
）。 

 

 

息
子
さ
ん
、
県
庁
の
測
量
技
手
を
や
め
て
、
駿
甲
鉄
道
の
測
量
方
に
な
ら
れ
た
そ
う
で

す
ね
。
新
聞
で
見
ま
し
た
よ
。 

 

駿
甲
鉄
道
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
、
知
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
機
会

も
な
く
、
困
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

 
何
卒
、
息
子
さ
ん
に
、
駿
甲
鉄
道
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 

追
伸 
息
子
さ
ん
に
私
の
住
所
も
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

 

 

明
治
時
代
の
鉄
道
愛
好
家
か
ら
の
手
紙
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
れ
で
謎
は
解
け
た
。
浅
羽
要

衛
武
の
息
子
（
測
量
技
手
）
が
、
駿
甲
鉄
道
の
測
量
方
に
勤
め
て
い
た
の
だ
。 
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…
…
御
令
息
義
、
是
迄
本
県
庁
ニ

於
テ
測
量
技
手
御
勤
務
被
レ

遊
居
候
処
、
御
辞
任
被
レ

成
、
今
回
駿
甲
鉄
道
測
量
方

御
担
任
相
成
候
趣
、
新
聞
紙
上
ニ
テ
一
見
仕
候
。
就
テ
ハ
該
駿
甲
鉄
道
測
量
模
様
是
非
承
知
仕
度
存
居
候
得
共
、
其

道
無
レ

之
。
誠
ニ

困
却
仕
居
候
間
、
何
卒
右
之
旨
貴
君
ヨ
リ
御
令
息
ヘ
御
紙
面
相
願
度
…
… 



◎
駿
遠
鉄
道 

１
、
梅
山
常
設
委
員
『
協
議
会
議
事
録
』（
抄
出
） 

 

（
前
略
） 

七
月
二
十
一
日 

協
議
会
。
左
ノ
件
ニ
付
開
会
セ
リ
。 

一 

駿
遠
鉄
道
経
過
報
告
及
将
来
ノ
手
配
決
定
ノ
件
。 

一 

臨
時
清
潔
方
ノ
件
。 

一 

ト
ラ
ホ
ー
ム
予
防
ノ
件 

一 

広
瀬
川
井
堰
経
過
報
告
ノ
件 

右
出
席
者
、
岡
本
三
治
郎
・
袴
田
勇
作
・
岡
本
栄
吉
・
浅
羽
多
一
郎
・
岡
本
磯
吉
・
岡
本
徳
次

郎
・
永
田
二
次
郎
・
岡
本
吉
次
郎 

 

（
中
略
） 

 

十
月
十
八
日 

駿
遠
鉄
道
本
村
通
過
ニ
付
、
可
レ

成
便
宜
ノ
地
ヲ
通
ル
様
、
松
原
・
初
越
・
西
ヶ
崎
・
中
野
ト

共
同
シ
テ
手
配
シ
、
以
テ
目
的
ヲ
達
ス
ル
ノ
件
。 

右
決
議
ス
。
岡
本
鉄
吉
・
岡
本
三
治
郎
欠
席
ス
。 

 

（
中
略
） 

 

一
月
九
日 

協
議
会 

駿
遠
鉄
道
本
村
通
過
ニ
付
、
希
望
貫
徹
ノ
為
メ
、
此
迄
常
設
委
員
ニ
テ
手
配
シ
来
レ
ト
モ
、
追
々

進
捗
ニ
付
、
右
ニ
テ
ハ
手
配
付
兼
ニ
付
、
更
ニ
委
員
撰
任
ヲ
要
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ニ
付
、
仝
撰

定
ノ
件
左
ノ
通
リ
決
ス
。 

岡
本
三
治
郎
・
岡
本
春
吉
・
岡
本
節
太
郎
・
岡
本
磯
吉
・
浅
羽
多
一
郎 

右
決
定
ス
。
岡
本
三
治
郎
・
仝
春
吉
・
仝
太
平
・
仝
徳
次
郎
欠
席
。 

 

（
中
略
） 

 

二
月
二
十
二
日 

協
議
会 

常
設
委
員
岡
本
磯
吉
・
諸
井
幹
事
岡
本
磯
吉
任
期
満
了
ニ
付
、
后
任
候
補
者
撰
定
ノ
件
、
両
方

共
前
任
ト
決
定
ス
。 

鉄
道
運
動
ノ
経
過
報
告
。 

右
、
岡
本
三
治
郎
欠
席
。 

 

（
中
略
） 

 

三
月
二
十
三
日 

駿
遠
鉄
道
株
式
会
社
引
受
方
申
込
ニ
付
、
承
否
如
何
ニ
付
、
右
一
時
断
リ
申
ヿ
ニ
決
ス
。 

右
、
全
部
出
席
ス
。 

 

（
中
略
） 

 

四
十
五
年
度 

四
月
五
日 

鉄
道
株
引
受
之
件 

右
ニ
付
召
集
シ
タ
ル
ニ
欠
席
者
多
数
ニ
付
、
午
后
ニ
再
会
ス
。 

午
前
欠
席
者
岡
本
春
吉
・
仝
鉄
吉
・
浅
羽
竹
次
郎
・
岡
本
太
平
・
同
栄
吉
・
磯

吉
・
徳
次
郎 

午
后
欠
席
者
岡
本
春
吉
・
仝
太
平 

 

（
中
略
） 

 

五
月
九
日 

（
一
九
一
〇
年
） 

（
一
九
一
一
年
） 

（
一
九
一
二
年
） 

（
一
九
一
二
年
） 

（
一
九
一
二
年
） 

（
一
九
一
二
年
） 

（
一
九
一
二
年
） 
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鉄
道
予
定
線
決
定
ノ
為
メ
、
松
丸
技
手
・
神
谷
社
長
来
ル
。 

五
月
十
六
日 

鉄
道
線
路
決
定
ニ
付
報
告
。 

右
、
岡
本
三
治
郎
、
仝
春
吉
・
浅
羽
竹
次
郎
・
岡
本
太
平
欠
席 

 

（
中
略
） 

 

六
月
十
四
日 

協
議
会 

鉄
道
線
路
ヘ
排
水
所
設
置
ヲ
決
定
ノ
件
、
別
紙
ノ
通
リ
。 

（
中
略
） 

右
、
岡
本
三
治
郎
・
仝
鉄
吉
・
仝
太
平
・
仝
幸
四
郎
欠
席 

 

（
中
略
） 

 

七
月
二
十
八
日 

協
議
会 

大
堤
防
修
繕
工
事
費
用
報
告
ノ
件
。 

聖
上
陛
下
御
不
例
ニ
付
、
全
快
御
祈
祷
ヲ
ナ
ス
ヿ
ニ
決
ス
。 

右
、
岡
本
春
吉
・
村
松
愛
太
郎
欠
席 

午
后
、
聖
上
御
不
例
ニ
付
全
快
ノ
御
祈
祷
ヲ
ナ
ス
。 

駿
遠
鉄
道
線
路
模
様
説
明
之
為
メ
、
県
吏
員
・
会
社
技
師
・
郡
吏
出
張
ス
。 

七
月
三
十
一
日 

協
議
会 

鉄
道
線
路
説
明
ノ
様
子
ヲ
報
告
ス
。 

右
、
岡
本
太
平
欠
席 

（
後
略
） 

 

（
竪
帳
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
二
mm×

横
一
六
五
mm×

厚
七
mm
） 

２
、
梅
山
常
設
委
員
『
鉄
道
関
係
日
記
』（
抄
出
） 

 

（
封
筒
表
） 

         

（
封
筒
裏
） 

         

鉄
道
関
係
日
記 

○
十
月
八
日
。
丈
八
ヘ
会
ス
。
出
席
者
八
人 

加
藤
末
吉
、
加
藤
善
平
、
安
間
仙
吉
、
近
藤
梅
吉 

原
田
甚
寿
計
、
丸
尾
近
一
郎
、
岡
本
磯
吉
、
浅
羽
多
一
郎 

夕
食
四
円
参
銭
。
支
払
円
弐
円
参
銭
浅
羽
、
弐
円
原
田
払
。 

○
十
月
十
七
日
。
丈
八
ヘ
会
ス
。
八
人
。 

加
藤
善
平
、
加
藤
広
次
外
前
回
ト
同
シ
。 

 

鉄
道
関
係
書 

『
明
治
44 

中
遠
鉄
道
関
係
』 

   

浅
羽
多
一
郎 

（
朱
筆
） 

（
一
九
一
二
年
） 

（
一
九
一
二
年
） 

（
一
九
一
一
年
） 
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夕
食
代
弐
円
六
拾
七
銭
浅
羽
支
払
。 

○
十
月
二
十
二
日
。
中
野
・
加
藤
広
次
・
松
原
・
原
田
・
浅
羽
。
三
人
ニ
テ
豊
浜
伏
見
館
ニ
テ

相
談
ヲ
ナ
ス
。
加
藤
払
。 

○
十
二
月
二
十
四
日
。
丸
尾
、
善
平
、
五
平
、
浅
羽
、
四
人
ニ
テ
中
泉
神
谷
氏
ヲ
訪
問
ス
。
各

自
払
。 

○
十
二
月
三
十
日
。
初
越
、
松
原
、
西
ヶ
崎
、
梅
山
、
泉
屋
ニ
テ
相
談
ヲ
ナ
ス
。 

金
壱
円
拾
弐
銭 

 
中
食 

一 

金
弐
拾
銭 

 
 
 

か
し
代 

一
月
二
日
。
村
会
議
員
常
設
委
員
役
場
ヘ
集
会
ス
。
株
式
ノ
件 

一
月
六
日
。
松
原
・
原
田
・
浅
羽
、
神
谷
ヲ
訪
問
ス
。
中
入
行
四
十
二
銭

浅

羽

取

換 
 

 
 

 

梅
山
岡
三
岡
節

関
係
。 

一
月
十
四
日
。
予
定
線
決
定
ノ
為
メ
各
字
委
員
、
浅
羽
ト
松
原
ヘ
集
会
ス
。 

一
月
十
八
日
。
予
定
□
ヲ
□
タ
ル
ニ
付
、
今
□
方
□
ニ
付
、
初
越
・
西
ヶ
崎
・
梅
山
ト
丈
八

ニ
集
会
ス
。
夕
食
代
壱
円
拾
銭
。
浅
羽
取
換
ス
。 

一
月
十
九
日
。
梅
山
・
松
原
・
初
越
・
西
ヶ
崎
・
中
野
、
一
人
宛
神
谷
氏
訪
問
后
、
神
谷
氏

ト
共
ニ
福
田
行
、
松
丸
技
師
ニ
面
会
ヲ
ナ
ス
。 

夕
食
代
四
円
拾
五
銭
。
浅
羽
取
換
払
。
中
野
馬
車
代
各
自
払
。 

一
月
二
十
日
。
石
羽
西
大
渕
ト
協
議
ノ
為
メ
、
浅
羽
出
張
ス
。 

一
月
三
十
一
日
。
松
原
集
会
所
ニ
各
字
委
員
協
議
ス
。 

○
二
月
三
日
。
神
谷
氏
ヲ
各
字
委
員
ヲ
訪
問
ス
（ 

村
長
三
治
郎

浅

羽 
 
 

 

）
。
各
自
払
。 

二
月
十
七
日
。
神
谷
氏
来
リ
希
望
線
ヲ
検
分
ス
。
岡
崎
。 

二
月
十
八
日
。
岡
磯
・
岡
三
治
郎
・
浅
羽
三
人
ニ
テ
横
須
賀
出
張
中
ノ
神
谷
氏
ヲ
訪
問
。
中

食
代
三
治
郎
氏
取
換
ヘ
払
。 

三
月
二
十
二
日
。
役
場
集
会
。
株
式
募
集
。 

四
月
四
日
。
役
場
集
会
。
同
。 

五
月
九
日
。
技
師
及
神
谷
氏
検
分
ノ
為
来
ル
。
予
定
ニ
付
鞆
弓
役
場
ニ
テ
待
受
后
、
十
一
時

頃
来
ル
。
浅
羽
・
岡
三
・
岡
磯
・
村
長
。 

○
五
月
十
日
。
丸
尾
・
近
藤
・
浅
羽
三
人
ニ
テ
横
須
賀
ヘ
技
師
ニ
面
会
ノ
為
行
。
夕
食
代
丸
尾

取
換
。 

○
五
月
十
五
日
。
技
師
ニ
面
会
ノ
為
、
福
田
及
豊
浜
行
。
浅
羽
・
初
越
二
人
。

西

ヶ

崎

二

人

。 

夕
食
代
弐
円
弐
拾
五
銭
。
浅
羽
取
換
。 

  

旅
費
日
当
拾
壱
円
六
拾
五
銭
。 

組
合
費 

拾
壱
円
〇
弐
銭
。 

円 

五
円
弐
拾
五
銭 

□
□ 

□
□
□ 

割
戻
金

同 

壱
円 

 
 
 
 

諸
井
防
水
費 

今
□
□
円
残 

差
引 

拾
六
円
四
拾
弐
銭
也
。 

 

（
後
略
） 

 

（
封
筒 

縦
二
二
二
mm×

横
七
九
mm
、
日
記 

竪
帳
、
縦
二
五
一
mm×

横
一
七
五
mm×

厚
二
mm
） 

  

３
、
豊
住
常
設
委
員
「
願
」 

  
 
 
 
 

願 

駿
遠
鉄
道
敷
設
ニ
付
、
過
般
、
係
官
実
地
御
踏
査
ト
シ
テ
御
出
張
相
成
、
工
事
設
計
上
概
略
御

示
シ
有
之
而
、
意
見
ア
ラ
バ
箇
所
毎
ニ
付
書
面
ヲ
以
テ
可
申
立
旨
御
口
示
相
成
候
ニ
付
、
退
テ

協
議
仕
候
処
、
元
来
吾
浅
羽
ト
唱
ス
ル
地
形
タ
ル
ヤ
、
東
北
ハ
小
笠
山
脈
海
ニ
突
出
シ
、
北
西

ハ
原
谷
川
・
太
田
川
胞
囲
シ
、
南
一
方
口
ニ
テ
中
窪
ノ
土
地
ニ
シ
テ
、
悪
水
排
除
ニ
非
常
ニ
苦

心
致
シ
且
完
全
ノ
悪
水
路
ト
テ
ハ
無
之
。
故
ニ
出
水
セ
バ
、
田
面
一
体
ニ
流
過
セ
シ
ム
。
然
ル

ニ
鉄
道
線
路
ヲ
シ
テ
横
断
セ
ラ
ル
ヽ
ニ
於
テ
ハ
、
仮
令
排
水
工
事
施
工
セ
ラ
ル
ヽ
ト
雖
モ
、
一

時
ノ
大
水
ハ
疏
通
セ
サ
ル
モ
ノ
ト
確
信
仕
候
。
斯
テ
ハ
作
物
ノ
不
耕
ニ
帰
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、

一
部
家
屋
ハ
床
上
ニ
達
シ
、
一
般
ノ
生
存
上
ニ
モ
関
係
致
シ
、
容
易
ナ
ラ
サ
ル
儀
ニ
候
。
是
即

チ
既
往
ノ
実
見
ニ
徴
シ
明
ナ
ル
次
第
ニ
御
座
候
。
夫
レ
故
ニ
旧
来
悪
水
ノ
為
メ
紛
議
起
リ
、
其

〔
六
カ
〕 

〔
加
藤
・
広
次
カ
〕 

浅
羽
取
替 

（
株
式
募
集
） 
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筋
ノ
裁
定
ノ
結
果
、
各
所
ニ
定
杭
有
之
、
契
約
ニ
相
成
居
候
処
、
今
回
鉄
道
夫
ヨ
リ
何
レ
モ
壱

尺
以
上
ノ
高
サ
ニ
シ
テ
、
到
底
堪
ヘ
ル
所
ニ
無
之
。
翻
テ
南
部
地
元
村
ハ
、
却
テ
水
防
用
ト
ナ

リ
、
幸
福
ニ
可
有
之
候
而
乄
（
シ
テ
）
、
鐵
道
線
路
ト
シ
テ
ハ
如
斯
屈
曲
セ
サ
ル
ヨ
リ
一
直
線

ニ
横
須
賀
ヨ
リ
豊
浜
村
ニ
出
テ
候
。
好
幸
ノ
線
路
有
之
候
間
、
掛
塚
道
路
ノ
南
部
迄
御
変
更
相

成
候
様
、
該
会
社
ヘ
御
示
諭
被
下
度
、
御
参
考
ト
シ
テ
略
図
相
添
此
状
奉
願
候
也
。 

 
 
 

大
正
元
年
八
月
二
日 

 

村
長 

印 

 

知
事
宛 

 

（
裏
書
） 

大
正
元
年
八
月
三
日
軽
便
ノ
件 

 
 
 
 
 
 
 

恵
助 

 

新
七 

 

七
郎
平 

壱
折
宛 

 

平
吉 

 

□
□
□ 

□
□ 

嘉
平 

 

藤
四
郎 

宇
之
蔵 

十
二
人 

 

五
郎
平 

栄
蔵 

 

清
治 

 

（
一
紙
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
八
二
mm×
横
三
九
八
mm
） 

※
『
浅
羽
町
史 

資
料
編
三 

近
現
代
』
216
の
下
書
。
た
だ
し
、
内
容
が
微
妙
に
異
な
る
。 

  

４
、
初
越
常
設
委
員
『
大
正
二
年
四
月
一
日
ヨ
リ
仝
参
年
三
月
三
十
一
日
ニ
至
ル
備
忘
録
』（
抄

出
） 

 

（
前
略
） 

庶
乙
第
五
八
号 

左
記
ノ
件
ニ
付
、
御
報
告
等
御
協
議
申
度
ニ
付
、
明
五
日
正
午
ヨ
リ
、
当
役
場
江

御
参
集
相
成

度
、
此
段
及
二

通
知
一

候
也
。 

大
正
二
年
八
月
四
日 

 
 
 
 
 

村
長 

原 

門
太
郎 

 
 
 

常
設
委
員
宛 

左
記 

一 

駿
遠
鉄
道
ニ
関
ス
ル
件 

一 

原
野
谷
川
改
修
ニ
関
ス
ル
件 

 
 

外 

数
件 

 

（
中
略
） 

 

庶
乙
第
八
七
号 

［ 

Ａ 

］
氏 

［
Ｂ
］
氏 

［ 

Ｃ 

］
氏 

 

［ 

Ｄ 

］
氏 

［ 

Ｅ 

］
氏 

右
ハ
、
来
ル

三
十
日
、
浜
松
及

豊
橋
近
衛
師
団
ヘ
入
営
候
ニ

付
、
例
ニ
ヨ
リ

御
見
送
リ
相
成
度
、
此

段
及
二

通
知
一

也
。 

十
一
月
二
十
八
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
長
代
り 

 
 
 

常
設
委
員
宛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助
役 

 

三
十
日
午
前
九
時
、
八
幡
神
社
揃 

 

（
中
略
） 

 

庶
乙
大
八
九
号 

 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
電
信
隊
兵
軍
曹
［ 

Ｆ 

］
君 

右
之
者
、
来
ル
十
二
月
一
日
午
后
二
時
袋
井
停
車
場
着
ノ
予
定
ニ
テ
、
帰
郷
候
間
、
例
ニ
ヨ
リ

歓
迎
相
成
度
、
此
段
及
二

通
知
一

也
。 

村 
 

長 

 

十
一
月
三
十
日 

  
 

常
設
委
員
宛 

（
一
九
一
三
年
） 

（
一
九
一
三
年
） 

（
一
九
一
三
年
） 

22 



 
（
中
略
） 

 

鉄
道
問
題
、
損
害
金
配
当
之
儀
、
左
記
ノ
計
算
ニ
相
成
候
間
、
至
急
以
入
金
相
成
度
、
此
段 

及
二

通
知
一

也
。 

委
細
ハ
后
日
拝
眉
ニ
譲
ル
。 

一
月
二
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
長
原
門
太
郎 

 

常
設
委
員
宛 

 
 

左
記 

 
 
 
 

金
六
円
五
十
九
銭 

 

（
後
略
） 

 

（
竪
帳
、
縦
二
四
五
mm×

横
一
六
七
mm×

厚
一
〇
mm
） 

     
 

（
一
九
一
四
年
） 
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◎
中
遠
鉄
道 

５
、
笠
西
村
会 

明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
七
日
「
磐
田
郡
笠
西
村
会
議
事
録
」 

 

磐
田
郡
笠
西
村
会
議
事
録 

壱
字

削
ル

（
印
）
一 

会
議
ノ
年
月
及
場
所
及
時
刻 

 
 
 
 
 
 

明
治
四
十
五
年
六
月
廿
七
日
笠
西
村
役
場
ニ
於
テ
開
会
。
其
時
刻
午
後
五
時
。 

 
 
 
 

二 

出
席
議
員 

 
 
 
 
 
 

一
番
山
本
桂
一
郎 

 
二
番
天
野
傳
六 

 
 

三
番
桒
原
太
三
郎 

 
 
 
 
 
 

七
番
戸
倉
惣
兵
衛 

 
八
番
山
本
藤
平 

 
 

九
番
吉
田
正
直 

 
 
 
 
 
 

十
番
早
川
仙
作 

 
 

十
一
番
加
藤
喜
藤
治 

十
二
番
塩
谷
桒
平 

 
 
 
 

三 

会
議
ニ
附
シ
タ
ル
事
項 

 
 
 
 
 
 

議
第
三
号 

本
村
基
本
財
産
積
立
金
ノ
内
ヲ
以
テ
、
中
遠
鐵
道
株
式
弐
拾
株
応

募
ノ
件
。 

 
 
 
 

四 

決
議
シ
タ
ル
事
項 

 
 
 
 
 
 

議
第
三
号 

原
案
之
通
、
弐
拾
株
応
募
申
込
ノ
件
可
決
。 

 
 
 
 

五 

閉
会
時
刻 

 
 
 
 
 
 

午
後
五
時
参
拾
分 

 
 
 
 

明
治
四
十
五
年
六
月
廿
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

磐
田
郡
笠
西
村
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
長
笠
西
村
長
戸
倉
実
太
郎
代
理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助
役
森
川
猪
太
郎
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
員 

 
 
 
 

山
本
桂
一
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

桒
原
太
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 

吉
田
正
直 

 
 
 
 

議
第
三
号 

 
 
 
 

本
村
基
本
財
産
積
立
金
ノ
内
ヲ
以
テ
、
中
遠
鐵
道
株
式
弐
拾
株
ヲ
応
募
申
込
ヲ
為
サ

ン
ト
ス
。 

 
 
 
 

之
レ
ヲ
本
会
議
ニ
附
ス
。 

 
 
 
 

明
治
四
十
五
年
六
月
廿
七
日
提
出 

 
 
 
 

仝
年
仝
月
仝
日
決
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笠
西
村
長
戸
倉
實
太
郎
（
印
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

議
員 

山
本
桂
一
郎 

 

（
綴
、「
磐
田
郡
笠
西
村
役
場
」
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
二
mm×

横
一
六
〇
mm×

厚
１
mm
） 

  

６
、
浅
羽
常
設
委
員
『
大
正
元
年
拾
月
一
日
よ
り
仝
弐
年
三
月
三
十
日
ニ
至
ル
土
木
費
決
算
明

細
簿
』（
抄
出
） 

 

（
前
略
） 

大
正
元
年
下
半
期
［ 

 
 

］ 

（
中
略
） 

支
出
之
部 

（
中
略
） 

一 

金
拾
四
円
四
拾
参
銭 

 
 
 
 
 

軽
便
［ 

 
 
 
 

］
及
ヒ

□

字
々

［ 
 

 

］
補  

（
中
略
） 

 

一 

金
六
円
拾
七
銭 

 
 
 
 
 
 
 

軽
便
用
実
費 

（
中
略
） 

一 
金
拾
参
円
参
拾
参
銭 

 
 
 
 
 

拾
戸
長
集
会
及
ヒ

軽
便
委
員
会
日
当 

（
中
略
） 

 

大
正
元
年
度
下
半
期
土
木
費
明
細
書 

月
日 

 
 

収
入 

 
 
 
 
 
 

支
出 

 
 
 
 
 
 

摘
要 

 
 
 
 
 

□
□ 

（
中
略
） 

〻 日 

（
森
川
猪
太
郎
） 

（
一
九
一
二
） 

（
氏
名
） 
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仝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
七
六
〇 

軽
便
株
申
込
ノ
ト
キ
帖
用
印
代 

（
中
略
） 

仝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
一
六
〇 

鉄
道
員
ヘ

陳

情

書
送
料 

 

村
［ 

 

］
保 

（
中
略
） 

廿
四
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
、
六
八
〇 

軽
便
線
路
確
定 

村
長
慰
労
会
補
助 

［ 
 
 

］
郎 

（
中
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
七
五
〇 

鉄
道
用
地
調 

 
 

村
松
定
吉 

（
中
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
、
〇
二
〇 

軽
便
集
会
実
費 

寺
井
宇
之
吉
（
印
） 

（
中
略
） 

三
、
一
五
〇 
鉄
道
用
実
費 
 

伊
藤
市
太
郎
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

四
、
二
三
〇 
軽
便
委
員
日
当 

河
村
猶
吉
他
七
人
（
印
） 

（
中
略
） 

右
検
了
ス 

（
連
印
） 

 

大
正
弐
年
三
月
三
十
日 

 
 
 

常
設
委
員 
 

西
野
六
三
郎
（
印
） 

鈴
木
由
三
郎
（
印
） 

 

（
竪
帳
、
罫
紙
使
用
、
破
損
甚
大
、
計
測
不
能
） 

  

７
、
浅
羽
常
設
委
員
『
議
事
録
』（
抄
出
） 

 

（
前
略
） 

八
月
十
六
日 

午
後
十
時
ヨ
リ 

（
中
略
） 

一
、
中
遠
鉄
道
起
工
ニ

付
、
請
負
工
夫
住
宅
ノ
件
、
便
宜
ヲ
為
ス
事
。 

先
方
希
望
ノ
集
会
所
ハ
討
論
シ
、
共
進
社
家
屋
ヲ
借
リ
受
ケ
先
方
ニ

承
認
ヲ
ナ
サ
シ
ム
。 

 

（
中
略
） 

 

九
月
五
日 

午
後
二
時 

（
中
略
） 

一
、
軽
便
線
ノ
郡
界
橋
延
長
及
位
置
変
更
ヲ
監
督
官
庁
ヘ
請
願
ス
ル
ヿ
。 

一
、
小
路
海
戸
橋
ノ
件
ハ
浅
名
代
表
者
ト
常
設
委
員
ト
会
合
シ
、
其
顛
末
ヲ
委
員
・
拾
戸
長
ニ

報
告
ス
ル
ヿ
。 

 

（
中
略
） 

 

九
月
十
七
日
午
後 

 
 

軽
便
委
員
連
合
会 

（
中
略
） 

一
、
小
路
海
戸
悪
水
排
除
ハ
長
二
間
ノ
橋
梁
ヲ
浅
羽
地
内
・
浅
名
地
内
ヘ
各
一
ヶ
所
架
設
ス
ル

ヿ
ヲ
会
社
ニ
要
求
ス
ル
ヿ
。 

但
場
所
ハ
、
浅
羽
ハ
東
西
線
道
路
ノ
北
側

浅

名
ハ

松
下

道
ノ
南
側 

ノ
ヿ
。 

 

（
中
略
） 

 
九
月
廿
六
日
正
午 

 

軽
便
委
員
連
合 

（
中
略
） 

九
月
十
七
日
ノ
決
議
ヲ
実
行
ス
ル
為
メ
、
監
督
官
庁
及
会
社
ヘ
出
頭
、
事
情
ヲ
陳
フ
ル
事
。 

（
中
略
） 

 

九
月
廿
七
日 

軽
便
委
員
拾
戸
長
連
合
集
会 

正
午
ゟ 

（
十
月
一
日
） 

（
十
一
月
十
九
日
） 

（
十
一
月
） 

（
以
下
年
月
日
不
明 

大
正
二
年
二
月
七
日
以
降
） 

（
一
九
一
三
年
） 
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（
中
略
） 

一
、
田
代
前
尺
土
管
ヲ
変
更
シ
、
仝
地
比
端
ニ

於
テ
弐
尺
ノ
開
梁
ヲ
設
ク
ル
ヿ
。 

但
場
所
ハ
田
代
孫
作
所
有
地
内
ノ
ヿ
。 

右
之
通
リ
決
定
ス
。 

 

（
中
略
） 

 

拾
月
一
日 

夜 

拾
戸
長
幷
ニ

軽
便
委
員
連
合
集
会 

（
中
略
） 

一
、
田
代
前
悪
水
配
除
法
ハ
中
裁
者
及
管
督
管
庁
ノ
裁
決
ニ
ハ
服
従
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。 

 

（
中
略
） 

 

十
一
月
廿
九
日 

夜 

集
会 

（
中
略
） 

一
、
田
代
前
排
水
路
ノ
件
、
郡
長
案
ヲ
報
告
ス
。 

（
中
略
） 

 

二
月
十
日 

夜 

集
会 

（
中
略
） 

一
、
軽
便
鉄
道
停
車
場
設
置
ス
ル
ヿ
ヲ
会
社
ニ

向
テ
請
求
ス
ル
ヿ
。 

 

（
中
略
） 

 

二
月
十
八
日 

正
午
ゟ
集
会 

（
中
略
） 

芝
停
車
場
設
置
ニ

付
、
大
字
浅
羽
ヨ
リ
金
壱
百
五
拾
円
寄
附
ス
ル
事
ヲ
承
認
ス
。 

 

（
中
略
） 

 

八
月
五
日
集
会
出
席
者 

（
中
略
） 

一
、
田
代
孫
作
前
軽
便
鉄
道
橋
梁
加
設
接
続
関
係
地
主
ト
ハ
覚
書
ヲ
作
製
シ
、
相
互
一
通
ツ
ヽ

ヲ
取
交
セ
置
ク
ヿ
。 

（
後
略
） 

 

（
竪
帳
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
三
五
mm×

横
一
七
〇
mm×

厚
５
mm
） 

  

８
、
浅
羽
常
設
委
員
『
大
正
三
年
上
半
期 

土
木
費
出
納
報
告
書
』
（
抄
出
） 

 

（
前
略
） 

大
正
参
年
度
上
半
期
土
木
費
支
払
明
細
書 

月
日 

 
 

収
入
金 

 
 
 
 

支
出
金 

 
 
 
 

摘
要 

 
 
 
 
 
 
 
 

氏
名 

（
中
略
） 

同
十
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
三
六
〇 

中
遠
鉄
道
会
社
行
往
復
汽

車

賃

金

及

実

費 
 
 

 
 

河
村
和
吉 

加
藤
善
次
郎 

（
中
略
） 

七
月

七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
二
五
〇 

字
平
尾
経
便
鉄
道
橋
梁

下

土

取

片

付

人

夫 
 

 
 

原
崎
丈
作 

（
中
略
） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

六 

、
六
六
〇 

字
平
尾
橋
梁
新
築

掛
替
一
ヶ
所
諸
色 

 
 
 

金
原
滝
十
（
印
） 

（
中
略
） 

同
十
七
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
八
〇 

経
鉄
会
社
行
往
復
賃
金

及

実

費 
 

 
 
 

 
 
 

河
村
和
吉 

加
藤
善
次
郎 

（
後
略
） 

 

〔
排
〕 

〔
仲
〕 
〔
監
〕 

〔
官
〕 

（
一
九
一
四
年
） 

（
一
九
一
四
年
五
月
） 

〔
軽
〕 

（
八
月
五
日
か
） 

（
九
月
） 

〔
軽
〕 
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（
竪
帳
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
五
mm×

横
一
六
五
mm×

厚
二
mm
） 

  

９
、
浅
羽
常
設
委
員
『
大
正
十
四
年
後
半
期
ヨ
リ 

土
木
費
出
納
簿
』（
抄
出
） 

 

（
前
略
） 

同
月

同
日 

兵
隊
歓
迎
ニ
軽
便
賃

往
復
三
四
分 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
、
二
六 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

仝
上
袋
井
駅
見
送
リ
往
復 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

 

六
三
四
、
三
八 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

大
河
内 

 

入
営
袋
井 

 
 

駅
見
送
汽
車
賃
常
設
委
二
人
分 

 
 
 
 

  
 
 

 

、
四
〇 
 

四
六
〇
、
〇
〇 

（
中
略
） 

同
月

九
日 

［ 

Ｇ 

］ 

仝
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

 

四
五
九
、
六
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

前
二
項
ニ
付
見
送
芝
新
袋
井

往

復
乗

車
賃

及
入

場
券  

 
 
 
 
 
 

 
 

一
、
〇
三 

（
中
略
） 

同
月

八
日 

帰
還
兵
［ 

Ｈ 

］
出
迎
ヘ
袋

井
駅
往
復
乗
車
賃
及
入
場
券 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
五
四 

 

二
二
七
、
五
三 

（
中
略
） 

同
月 

十
四
日 

［
Ｉ
］
輝
帰
還
歓
迎
袋
井
往
復
乗
車

賃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

、
四
四 

 

二
二
〇
、
八
九 

（
中
略
） 

同
月 

十
七
日 

［ 

Ｊ 

］
歓
迎
芝
袋
井
乗
車

賃
及
入
場
券 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

、
五
四 

 
 

五
七
四
、
五
八 

（
中
略
） 

同
月 

三
〇
日 

［ 

Ｋ 

］
除
隊
帰
郷
歓
迎
袋
井

駅

往

復

乗

車

賃

及

入

場

料 
 

 
 
 
 
 

 
 

、
五
四 

 
 

五
二
二
、
四
九 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

入
営
見
送
リ
袋
井
往
復
汽
車

賃
及
入
場
料
弐
人
分 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

、
五
四 

 
 

四
二
八
、
一
一 

（
中
略
） 

同
月 

一
六
日 

岡
崎
土
管
や
行

往

復
汽
車
賃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

、
一
八 

 

四
六
二
、
九
二 

（
中
略
） 

同
月

八
日 

［
Ｌ
］
満
期
除
隊
ニ
付
袋
井
駅
ヘ
弐
人
分
、

諸
井
行
四
人
分
軽
便
賃 

□
□ 

払
フ 

 
 
 

、
五
八
〇 

二
一
〇
、
八
五
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

満
期
兵
歓
迎
ノ
為
メ
袋
井
ヘ
軽
便
賃 

 

十
一
月
一
日
田
中
・
大
石
二
人
ノ
迎
イ 

 
 
 
 

、
四
四
〇 

二
六
五
、
三
二
〇 

（
後
略
） 

 

（
竪
帳
、
縦
二
三
一
mm×

横
一
五
五
mm×

厚
一
六
mm
） 

  

10
、
浅
羽
常
設
委
員
『
昭
和
五
年
度 

土
木
費
出
納
簿
』（
抄
出
） 

 

（
前
略
） 

同
月

同
日 

前
項 

汽
車
賃 

大
河
内
安
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

、
二
七
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

入
営
者
迎 
袋
井
芝
間
汽
車
代 

 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
四
〇 

（
中
略
） 

（
一
九
二
五
年
一
月
九
日
） 

（
一
九
二
七
年
十
一
月
二
十
九
日
） 

（
入
営
者
） 

（
一
九
二
八
年
一
月
八
日
） 

（
一
九
二
八
年
一
月
） 

（
一
月
八
日
条
参
照
） 

（
一
九
二
八
年
五
月
二
十
九
日
） 

（
入
営
者
） 

（
一
九
二
八
年
八
月
） 

（
一
九
二
八
年
八
月
） 

（
一
九
二
八
年
十
一
月
） 

（
一
九
二
八
年
十
一
月
） 

（
一
九
二
九
年
一
月
九
日
） 

（
一
九
二
九
年
三
月
） 

（
一
九
二
九
年
六
月
） 

（
一
九
二
九
年
十
一
月
二
十
八
日
） 

（
一
九
三
一
年
三
月
三
十
一
日
） 

（
入
営
者
） 

（
一
九
三
二
年
六
月
十
三
日
） 
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同
月

同
日 

［ 

Ｍ 

］
除
隊
ニ
付
軽
便 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

、
二
二
〇 

（
中
略
） 

十
二
月

一

日  

シ
ノ
カ
ヤ
［ 

Ｎ 

］
除
隊
ニ
付

袋

井

往

復

軽

便

賃 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

、
二
二 

 
 

三
六
七
、
九
四 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

［ 

Ｏ 

］
除
隊
ノ
際

軽
便
賃
前
島
倉
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

、
二
〇 

同
月

同
日 

［ 

Ｐ 

］
除
隊
ノ
際

袋

井

駅

軽

便

賃  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

 
 
 

七
一
、
四
八 

（
中
略
） 

同
月 

二
十
日 

［ 

Ｑ 

］
君
満
期
除
隊
ニ
付 

 
 
 

袋
井
軽
便
賃
前
崎
倉
三
郎
・
浅
羽
信
一 

 
 
 
 

、
四
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

［
Ｒ
］
君
袋
井
駅
送
リ 

 
 
 

軽
便
賃
前
崎
倉
三
郎
・
浅
羽
信
一 

 
 
 
 

 
 
 

、
二
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

入
営
者
見
送
リ
袋
井
駅 

 
 
 

軽
便
賃
前
崎
倉
三
郎
・
浅
羽
信
一 

 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

 

一
二
七
、
八
八 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

［ 

Ｒ
カ 

］
君
満
期
除
隊 
 

袋
井
往
復
軽
便
賃
前
崎
倉
三
郎 

 
 
 

 
 
 
 
 

、
二
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

同
君
見
送
リ
袋
井
往
復
軽
便
賃

前
島
倉
三
郎
・
浅
羽
信
一  

 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

（
中
略
） 

同
月 

三
十
日 

［ 

Ｓ 

］
君
満
期
除
隊

袋

井

軽

便

賃 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

、
四
〇 

（
中
略
） 

同
月 

十
九
日 

［ 

Ｔ 

］
氏
満
期
除
隊 

 
 

軽
便
賃
浅
羽
信
一
・
鈴
木
良
平 

 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

（
中
略
） 

十
二
月

一

日 

［ 

Ｕ 

］
入
営
見
送

軽

便

賃 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

（
中
略
） 

一
月 

卅
一
日 

［ 

Ｖ 

］
君
満
期
除
隊 

歓
迎
汽
車
賃
浅
羽
・
鈴
木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

（
中
略
） 

五
月

三
日 

河
村
兄
・
古
池
繁
好
両
氏 

帰
郷
歓
迎
袋
井
行
車
□
分
外 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

、
五
五
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

［ 

Ｗ 

］
君
ノ
歓
迎
ニ
付

袋
井
行
軽
便
二
人
分
外 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

、
五
〇
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

仝
上
袋
井
ヘ
往
復
軽
便
賃 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇
〇 

（
中
略
） 

同
月

同
日 

仝
上
袋
井
駅
ヘ
見
送
軽
便
賃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
四
〇
〇 

（
中
略
） 

同
月

九
日 

［ 

Ｘ 

］
君
袋
井
駅
ヘ

見
送
リ
軽
便
賃 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
二
〇
〇 

（
中
略
） 

五
月 

 

三
十
一
日 

［ 

Ｙ 

］
君
入
団
ニ
付 

 
 
 

芝
駅
ヨ
リ
袋
井
迄
軽
便
代
二
人
代 

 
 
 
 

  

、
五
〇 

（
中
略
） 

 

月 
 

三
十
一
日 

［ 

Ｚ 

］
君
除
隊
ニ
付 

 
 
 

芝
駅
ヨ
リ
袋
井
迄
軽
便
代
二
人
分 

 
 
 
 
 
 

、
四
〇 

（
一
九
三
二
年
八
月
三
十
日
） 

（
一
九
三
二
年
） 

（
一
九
三
三
年
七
月
十
九
日
） 

（
七
月
十
九
日
） 

（
一
九
三
三
年
十
月
） 

（
一
九
三
三
年
十
月
三
十
日
） 

（
一
九
三
四
年
一
月
二
十
五
日
） 

（
一
九
三
四
年
一
月
十
九
日
） 

（
一
九
三
四
年
一
月
三
十
一
日
） 

（
一
九
三
四
年
三
月
） 

（
一
九
三
四
年
） 

（
一
九
三
五
年
） 

（
一
九
三
五
年
） 

（
一
九
三
五
年
七
月
二
十
六
日
） 

（
一
九
三
五
年
十
一
月
三
十
日
） 

（
入
営
兵
） 

（
一
九
三
六
年
一
月
八
日
） 

（
入
営
兵
） 

（
一
九
三
六
年
一
月
） 

（
一
九
三
六
年
五
月
） 

（
一
九
三
六
年
） 

（
一
九
三
四
年
七
月
） 
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（
中
略
） 

同
月

同
日 

［ 

ａ 

］
入
団
ニ
付

芝
ヨ
リ
袋
井
迄
軽
便
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

、
五
〇 

（
中
略
） 

同
月

十
日 

［ 

Ｕ 

］
君
歓
迎
ニ
付 

袋
井
ヨ
リ
芝
駅
迄
二
人
分 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

、
五
〇 

（
中
略
） 

 

月
十
日 

［ 

ｂ 

］
君
入
営
ニ
付 

 
 

芝
駅
ヨ
リ
袋
井
駅
迄
軽
便
代 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

、
四
〇 

（
中
略
） 

月日 

軽
便
代
二
人
分
大
河
内

古 

池 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
五
〇 

 

（
竪
帳
、
縦
二
三
一
mm×

横
一
五
二
mm×

厚
一
六
mm
） 

  

11
、「
日
蓮
上
人
御
降
誕
地
房
州
小
湊
参
詣
及
成
田
佐
倉
参
拝
東
京
遊
覧
会
員
大
募
集
」 

 

日
蓮

上
人
御
降
誕
地
房
州
小
湊
参
詣
及 

成
田
佐
倉
参
拝
東
京
遊
覧
会
員
大
募
集 

◇
期
日 

昭
和
十
二
年
二
月
九
日
午
後
十
一
時
四
十
三
分
（
袋
井

駅
発
） 

◇
会
費 

金
拾
五
円
九
拾
銭
也
（
費
用
一
切
ヲ
含
ム 

東
京
遊
覧
ハ
御
自
弁
） 

申
込
ト
同
時
ニ
金
壱
円
也
。
申
受
残
金
ハ
会
員
章
ト
引
換 

明
朝
食
一
回
分
御
持
参
ノ
コ
ト 

◇
行
程
概
要 

○
二

月

九

日 

午
後
十
一
時
四
十
三
分
袋
井
発 

○
二

月

十

日 

午
前
六
時
下
総
中
山
着
。
中
山
法
華
経
寺
参
拝
年
中
行
事
ノ
一
ツ
タ
ル

寒
中
百
日
ノ
荒
修
行
ヲ
了
シ
タ
ル
行
僧
ノ
御
加
持
ヲ
戴
ク
。
午
前
九
時

下
総
中
山
発
房
総
半
島
ヲ
一
週
シ
テ
午
後
〇
時
半
安
房
鴨
川
着
自
動

車
ニ
テ
小
松
原
鏡
忍
寺
・
多
門
寺
・
清
聴
山
日
澄
寺
・
高
生
寺
・
小
湊

水
族
舘
等
参
拝
・
見
学
ノ
上
、
小
湊
第
一
ノ
小
湊
ホ
テ
ル
ニ
投
宿
。 

○
二
月
十
一
日 

紀
元
節
午
前
六
時
半
、
小
湊
ホ
テ
ル
発
。
日
蓮
寺
・
妙
蓮
寺
・
誕
生
寺
・

鯛
ノ
浦
等
参
詣
。
午
前
八
時
半
小
湊
駅
乗
車
。
大
綱
成
東
ヲ
経
テ
成
田

着
。 

成
田
不
動
尊
宗
吾
神
社
参
拝
午
後
五
時
頃
上
野
着
駅
前
一
泊
。

夜
ノ
東
京
見
物
。 

○
二
月
十
二
日 

午
後
二
時
半
頃
マ
デ
東
京
見
物
（
費
用
各
自
負
担
）
。
午
後
三
時
十
分

東
京
駅
発
。
午
後
七
時
五
十
三
分
袋
井
着
。
目
出
度
解
散
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

●

新

袋

井

駅

往

復

賃

金 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

袋 
 

井 

主
催 

 
 

中
遠
鐵
道
旅
行
社 

電
話
五
十
番
ノ
甲 

 

（
一
紙
、
縦
一
八
二
mm×

横
二
六
四
mm
） 

   

（
一
九
三
六
年
六
月
三
十
日
） 

（
一
九
三
六
年
九
月
） 

（
一
九
三
七
年
一
月
） 

（
一
九
三
七
年
二
月
二
十
六
日
） 

芝――――10― 

新 岡 崎―15― 

新横須賀―20― 

野 中

野 賀 ―25― 

南大坂

新三俣 ―30― 

合 戸―40― 

池新田

佐倉村 ―50― 

豊 浜

福 田 ―25― 

梅 山―20― 

幸 浦―25― 

 

中
間
停
留
所 

運

賃

同

一 

大

割

引 

〔
周
〕 
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12
、「
入
営
兵
見
送
方
ニ
関
ス
ル
件
依
頼
」 

 
兵
第
三
六
号 

 
 
 

昭
和
十
四
年
九
月
二
十
六
日 

 

上
浅
場
村
役
場
（
印
） 

 
 

『

鈴
木
重
恵
茂
』
殿 

 
 
 
 

入
営
兵
見
送
方
ニ
関
ス
ル
件
依
頼 

 
 

昭
和
十
三
年
度
壮
丁
入
営
者
、
左
記
ノ
者
ノ
出
発
日
時
決
定
候
条
、
御
見
送

方
御
配
慮
相
煩
度
、
此
段
御
依
頼
候
也
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 
 

八
幡
神
社

集 
 

合 

芝 

駅

乗 

車 

袋
井
駅

乗 

車 
入 

営

部 
隊 

字 
 

氏 

名 

 
 

九
月
三
十
日

午
前

八
、
四
〇 

仝 
 
 

九
、
二
六 

仝 
 
 

九
、
四
五 

輜
重
兵 

第
三
聯
隊 
浅羽 

［ 

ｃ 

］
君 

 

（
一
紙
、
縦
二
四
三
mm×

横
一
六
一
mm
） 

  

13
、
浅
羽
常
設
委
員
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』（
抄
出
） 

 

（
前
略
） 

昭
和
拾
七
年
一
月
拾
六
日
十
戸
長
会 

一
折
役 

（
中
略
） 

一
、
応
召
及
ヒ
入
営
兵
ニ
対
シ
、
是
迄
ハ
、
防
蝶
関
係
上
、
歓
送
迎
ハ
成
可
ク
質
素
ヲ
宗
ト
シ

テ
、
一
般
出
迎
等
廃
シ
タ
リ
シ
ガ
、
日
英
米
戦
布
告
セ
ラ
レ
タ
ル
ニ
付
、
今
後
ハ
、
字
一

般
者
ノ
見
送
及
出
迎
等
ヲ
実
行
ス
ル
様
、
此
当
局
ヨ
リ
申
合
ニ
付
、
班
長
ノ
決
議
ヲ
求
ム
。 

（
後
略
） 

 

（
竪
帳
、
罫
紙
使
用
、
縦
二
四
四
mm×

横
一
八
〇
mm×

厚
三
九
mm
） 

                             

（
異
筆
） 

〔
諜
〕 

（
一
九
三
九
年
） 

（
一
九
四
二
年
） 
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◎
駿
甲
鉄
道 

14
、
浅
羽
要
衛
武
家
文
書
「
証
」（
二
点
） 

 

（
１
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

証 

一
、
金
拾
参
円
五
拾
銭 

 
 

但
明
治
丗
年
九
月
分
俸
給 

右
、
正
ニ

請
取
候
也
。 

明
治
丗
年
十
月
五
日 

 

技
手 
村
松
仙
太
郎
（
印
） 

 

駿
甲
鉄
道
株
式
会
社 御

中 

 
（
一
紙
、
縦
二
四
三
mm×

横
一
六
九
mm
） 

  

（
２
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

証 

一
、
金
拾
参
円
五
拾
銭 

 
 

但
明
治
丗
年
十
月
分
俸
給 

右
、
正
ニ

請
取
候
也
。 

明
治
丗
年
十
月
十
八
日 

 

技
手 

村
松
仙
太
郎
（
印
） 

 

駿
甲
鉄
道
株
式
会
社 御

中 

 

（
一
紙
、
縦
二
四
三
．
五
mm×

横
一
七
二
mm
） 

   

15
、
浅
羽
要
衛
武
家
文
書
〔
竹
内
健
三
郎
書
状
〕 

 

拝
啓
、
盛
暑
難
レ

凌
候
処
、
芳
門
益
御
壮
栄
奉
抃
賀
候
。
爾
来
俗
務
ノ
為
メ
御
無
音
勝
ニ

御
座
候
。

何
レ

拝
晤
可
二

申
述
一

候
得
共
、
暑
中
御
窺
申
上
候
。
偖
御
令
息
義
、
是
迄
本
県
庁
ニ

於
テ
測
量

技
手
御
勤
務
被
レ

遊
居
候
処
、
御
辞
任
被
レ

成
、
今
回
駿
甲
鉄
道
測
量
方
御
担
任
相
成
候
趣
、
新

聞
紙
上
ニ
テ
一
見
仕
候
。
就
テ
ハ
該
駿
甲
鉄
道
測
量
模
様
是
非
承
知
仕
度
存
居
候
得
共
、
其
道

無
レ

之
。
誠
ニ

困
却
仕
居
候
間
、
何
卒
右
之
旨
貴
君
ヨ
リ
御
令
息
ヘ
御
紙
面
相
願
度
、
尤
昨
今
ハ

測
量
ニ

着
手
後
間
モ
無
キ
様
ニ

存
候
得
共
、
乍
二

御
面
倒
一

、
測
量
中
時
〻
小
生
ヘ
直
接
御
通
報

相
願
度
、
乍
レ

恐
此
段
御
依
頼
申
上
候
。
匆
〻
頓
首
。 

 

尚
〻
、
右
ニ

付
、
御
令
息
様
ヘ

小
生
ノ

居
所
御
通
報
願
度
候
。 

 
 

七
月
廿
八
日 

 
 
 

竹
内
健
三
郎 

 
 

浅
羽
要
衛
茂
君 

 

（
綴
に
収
録
、
綴 

縦
二
五
三
mm×

横
一
七
三
mm×

厚
二
mm
） 

 

〔
手
脱
カ
〕 

〔
カ
〕 
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